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あなたのゴリアテに

立ち向かう
第二副管長

トー マス ・S・モ ン ソン

耳 回 地と呼ばれている地域で・幾世紀にもわたり繰 り広三≡三
げられてきた戦 いの中で，紀元前1603年 のエラの谷

の戦いほど人々の心 を捕 らえるも』のはありません。(サムエ

ル上1712参 照)谷 の片側では，ユダの中心地 とヨルダン

の谷を目指 して進軍しようとするペ リシテ人の軍隊が， そ

の反対側では，サウル王が家来を従 えて戦列をしいていま

した。

歴史家によれば，対立する両軍の力 は，兵の数 や戦闘技

術の面ではほぼ互角だったようです。 しかし， ペリシテ人

には，秘中の秘 として外 に漏 らすことのなかった，鉄 から

強力な武器を作 る技術がありました。金床 に打 ちつけるハ
　

ンマーの音や空に立ちのぽる煙は，サウル王の兵士たちに

恐怖心を植えつけたに違いあ りません。なぜなら，銅に比

べ鉄の武器の方がはるかに威力のあることは，兵 になりた

ての者にさえもはっきりわかる事実 だったからです。
たい じ

当時は，軍勢が対峙 した場合には，代表 の戦士がひとり

出て，相手の軍のだれかに一騎打 ちを挑むということがよ

く行なわれました。この種の一騎打ちは1度 や2度 のこと

ではなく，それまでにもかなりの前例がありました。特 に

サム'ノンがさばきづかさだった時代には，戦争の勝敗 はこ侮

のような一騎打 ちによって決められていました。

巨 人

しか し， この と きの イス ラエル に関 す る限 り，状況 はか

んば しい もので はあ りません で した。最初 に一 騎打 ち を挑

んだのが， ガ テの ゴ リア テと呼 ばれ るペ リシテ人 だった の

です。大変 な大男 で，古 い記録 には身の丈 が3メ ー トル だ

った と書 かれ てい ます。 彼 は青銅 のかぶ とをかぶ り， うろ

こと じの よろい を身 につ けて い ました。(サ ム エル上17：

5)手 に持 ってい るや りの柄 は非常 に重 く， どんな力 ある

人で も持 ち上 げ るだけで よろめ いて しまうほ どの もの で し

た。盾 は とい えば， かつ て見 た こ とも聞 いた こと もないほ

どの高 さで，剣 は見 るか らに恐 ろ しげ な もの で した。

このペ リシテ軍 の兵 士(4節 参照)は 立 ってイ スラエル

の軍勢 に向 か い， こ う叫 び ました。「なにゆ え戦列 をつ くっ

て 出て きたのか。 わた しはペ リシ テびと， お まえ たちはサ

ウルの家来 で はないか。 お まえた ちか ら， ひ とりを選 んで，

わた しの ところへ下 って こさせ よ。」(8節)

彼 は， 自分 が イス ラエルの軍 に負 けた ら， ペ リシテ人 は

皆 イ スラエル の家 来 にな るが，勝 った場合 は， イ スラエル

人 を皆 ペ リシテ人の奴隷 にす る と宣言 して きたの です。 ゴ

リア テは大 声 で叫び ま した。「わた しは， き ょうイスラエル

の戦列 にい どむ。ひ と りを出 して，わ た しと戦 わせ よ。」(10

節)

懸灘騨鰍 総 縢戯穂 獣ll膿髄難撫踊ll懸灘

霧

籔



.灘 醐 購 購繍 睡灘 繍灘・…顯睡ll鮒鱗 臨薩嚢1翻欝灘 灘 ，1鎌・ 欝
華

彼 は40日 間， この同 じ書葉 を叫 び続 けま した。一 方， イ

スラエルの 人々 は， た だただ恐 れおの の くばか りで した。

彼 らは 「避 けて逃 げ， ひ じ ょう に恐 れた」(24節)と 記 され

て い ます。

「しも べ が 行 … … き ま し ょう 』

しか し， その よ うなこ とに恐 れ るこ ともた じろぐ ことも

なか っ た人が いま し た。 それ どこ ろか， 彼 は次 の よ うな

叱責 に も似 た鋭 い質 問 を浴 びせて， イ スラエル軍 の士気 を

高 め よう としたのです。「わ た しが今，何 を した というの で

すか。 …… だれ も彼 のゆ えに気 を落 して はな りませ ん。 し

もべが行 ってあのペ リシテび とと戦 い まし ょう。」(29，32

節)こ う語 ったの は，羊飼 いの少年 ダ ビデで した。 しか し，

その語 り口は， と うて い羊飼 いの少 年 とは思 えない もので

した。 彼 は予 言者 サム エルの按手 によ り油 を注 がれ，主 の

霊 を受 けてい たのです。

サ ウル王 は ダ ビデ に言 い ま した。「行 って， あのペ リシテ

び とと戦 う ことはで きない。 あなた は年少 だが，彼 は若 い

時 か らの軍 人 だか らで す。」(33節)し か しダ ビデは譲 らず，

サ ウル王 の武具 を身 にま とい，大 男 に立 ち向 か う用意 を し

ました。 しか し， 武具 のた めに思 うよ うに動 きが とれな い

ことを知 って，彼 はそれ らをすべて脱 ぎ捨 て ました。 そ し

て代 わ りに羊飼 いの道具 を手 に取 り，近 くの川 からなめ ら

か な石 を5個 拾 って くる と， それ らを袋 に入 れ ま した。 そ

して手 に石 投 げ器 を持 つ と， ペ リシテ人 に近 づ いてい きま

した。(40節 参 照)

そ の ときの ゴ リアテの驚 き ようは， 非常 に印象的 な もの

で す。「つ えを持 って， 向 かって くるが， わ た しは犬 な の

か。 …… さあ， 向 か って こい。 お まえの 肉 を，空 の鳥，野

の獣 の え じきに して くれ よ う。」(43-44節)

主 の 名 に よ って

ダ ビデは答 えて言 い ま した。「『お まえ はつ る ぎ と， や り

と，投 げや りを持 って， わた しに向 か って くるが， わた し

は万軍 の主 の名， す なわ ち， お まえがい どんだ， イス ラエ

ルの軍 の神 の名 に よって， お まえに立 ち向 か う。

き ょう， 主 は， おまえ をわた しの手 にわ た され るであ ろ

う。 わた しは…… イスラエル に，神 がお られ るこ とを全 地
すくい

に知 らせ よう。 また この全会衆 も，主 は救 を施 す の に， つ

るぎ とや りを用 いられな いこ とを知 るで あろ う。 この戦 い

は主 の戦い であ って， 主 がわれわ れの手 にお まえた ちを渡

され るか らで ある。』

その ペ リシテび とが立 ちあが り，近 づいて きて ダ ビデ に

立 ち向 か った ので， ダ ビデ は急 ぎ戦線 に走 り出て， ペ リシ

テび とに立 ち向 か った。

曳ダビデは手を袋に入れて
，その中かり一つの石 を取 り，

石投げで投げて，ペリシテびとの額を撃 うたので，石はそ

の額に突き入 り，うつむきに地 に倒れた。

こうしてダビデは石投げと石 をもってペリシテびとに勝

ち，ペ リシテびとを撃 って， これを殺 した。」(45-50節)

戦いが終わ り，勝利 を手 にしたのはダビデで した。こう

してダビデはその名 をとどろかせ，運命 とも言える国家の

英雄 としての道を進 んでいくことになったのです。

予言者サムエルを通 して主から聖 なる任務を授けられた
　

羊飼いの少年 としてダビデを思い起 こす人もいます。また，

豪勇の戦士として彼を覚 えている人もいます。幾 多の戦い

に輝かしい勝利 を収めたダビデを賛美する女性 たちの歌が

記録に残されています。彼女たちはこう歌いました。「サウ

ルは千 を撃ち殺 し，ダビデは万を撃ち殺 した。」(サ ムエル

上18：7)あ るいはまた，彼 を霊感 された詩人，イスラエ

ルの偉大な王 として思 い描 く人もいれば，神の律法を破 り，'

人妻であるバテシバを奪 った人と見 る人 もいます。彼はそ

の夫ウリヤを死に追 いやる算段 までしていたのです。(サム

エル下11参 照)し かし私は，ダビデを，だれもがしり込み

した勝ち目のない戦いに挑戦 し， ガデのゴリアテという巨
そな

人に立ち向かってイスラエルの名 を救 った勇気 と信仰を具

えた義人として見たいと思います。

私たちがゴリアテに出会うことはないだろうか

自分自身の生活をよく顧みて，どれほどの勇気と信仰を
そな

具 えて いるか，考 えてみ て ください。 皆 さんの生活 の中 に

ゴ リアテはい ないで しょ うか。私 の生 活 の中 にはいな いの

で しょうか。皆 さん と皆 さん の望 んで いる幸福 どの間 にゴ

リア テが立 ち、`・さが って い るとい うことはな いで しょうか。

皆 さんの中の ゴ リア テは剣 を持 っ た り，大 勢 の人の前 で聞

こえ よが しに皆 さん を侮 り， 決断 を強要 す るような ことは

ないで しょう。 また，身 の丈 が3メ ー トル もある ような巨

人で もない はずです。 しか し， それ は古代 の ゴ リアテ同様

に強力 な力 を持 って現 われ る ことで しょう。 また そのひそ

か な挑戦 の言葉 は，私 た ちを恥 じ入 らせ， 当惑 させ る もの

か も しれ ませ ん。

人 に よっては， たば こがやめ られな い，酒 が やめ られ な

い とい づた執 着が， ゴ リアテ となって いる こともあ るで し

ょう。抑制 の きかな い舌， また，貧 しい人や しいた げられ

た人 を軽 べつす るよ うな 自己 中心 的 な考 えが ゴ リアテにな

って いる こともある かも しれ ません。 ねたみ，食欲 ，恐 れ，

怠惰 ，疑 惑，不 品行 ，高慢 ， 肉欲 ，利 己心，失望 など， こ

れ らは どれ も私 た ちの生 活 の中の ゴ リア テにな り得 る もの

ば か ゆです。

私 た ちが 出会 う巨人 は，私 た ち 自身が心 の中 だけで願 い，
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して しまいます。 また高慢，ねたみ， 自尊心の欠如という

ゴリアテも，謙遜，祈 り，責任 という石の威力の前には無

力な存在です。

とりわけ，忘れてならないのは，私たちは自分 ひとりの

力だけで，生活の中のゴ リアテと戦うのではないというこ

とです。 ダビデがイスラエル人に言った言葉を，私たちも

ここで思 い起こしたいと思います。「この戦いは主の戦いで

あって，主がわれわれの手に 〔ゴリアテ〕を渡される。」

(サムエル上17：47)

しかし，この戦 いを避 けてはいけません。怠けていては

勝利を手にすることはできません。人生における戦いにつ

いても同じです。私たちは，将来の生活をこと細かに知 る

ことはできなくても， 自分 が進んでいく道路の分離帯やカ

ーブの地点は予測で きなければな りません。 目的地に心を

向けなければ，旅 をまっとうすることはむずかしくなりま

す。私たちは， はっきりした目的意識 を持って物事を決定

していかなければならないのです。最大の困難の中にこそ，

成長への最高の機会が潜んでいるのです。・

「ほふ り場に引かるる子羊の如 く』

カーセージの獄 で，予言者 ジョセフ ・スミスは，怒 り狂

った暴徒 たちを前にして，死 と直面 した生活 を送っていま

した。 しかし，彼は偉大な信仰 を持 って心穏やかに，死と

いうゴリアテに立ち向かったのです。「われは，今 ほふ り場
ごと

に引かるる子羊の如 く行 く。 され ど，わが心 は夏の朝の如
おだや

くに穏 かな り。わが良心は神 に対 しまたすべての人に対 し
とが

いささかの瞥 め もな し。」(教 義 と聖約135：4)

ゲ ツ セマネ において も ゴル ゴタにお いて も，』主 イエ ス と

死 へ の勝利 との 間に は， 人知 で は計 り知 れな い苦痛 が立 ち

ふ さがって いま した。 それで もなお，主 は私 たちにや さ し

い言葉 をか けて くだ さい ました。「あな たがたの ため に，場

所 を用意 しに行 く……。 わた しのお る所 にあ なたがた もお

らせ るためで ある。」(ヨ ハネ1412-3)

も し， ジ ョセフが存在 せず，獄 もなく，暴徒 や殉教 者 も

いなかった らど うで しょうか。十 字架 もキ リス トの存在 も

なかった ら，今 まで述べ て きた ことに， どん な意義 が ある

というので し ょうか。

私 たちの生活 の中 にゴ リアテ， あ るい はほかの呼 び名 の

巨人 がいて も， それ と戦 うとき に 「避 けて逃 げ」た り，「ひ

じ ょうに恐 れ」 た りす る必要 は あ りません。(サ ム エル上

17：24参 照)私 た ちは，神 か ら確 信 と助 けを得 る ことがで

きるのです。 ダ ビデが霊 感 を受 けて記録 した詩篇 の 中に は

次 のよう に書 かれて い ます。 「主 はわ た しの牧 者 であ って，

わた しには乏 しいこをが ない。…… た といわた しは死 の陰

の谷 を歩 む とも， わ ざわい を恐 れ ませ ん。 あ なたがわ た し

と共 にお られるか らです。」(詩 篇23：1，4)

勝 利 は必 ずや私 たちの もの となる に違 いあ りません。 □

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホ ーム ティーチ ングの とき に，以下 の点 を話 し合

うと良 いで しょう。

1.

2.

ゴ リアテを打ち負かしたダ ビデの物語は，非常 に困難

な状況を，勇気 と信仰で克服 したひとりの神 の従者の

物語である。

多くの人々の生活の中に，.幸福への障害 となるゴリア

テがいる。 そのゴリアテとしては，知恵の言葉 に関す

る問題， また舌 を制 しないこと(ヤ コブ3：8参 照)，

利己心，ねたみ，負欲，恐れ1怠 惰，疑惑，不品行，

高慢，肉欲 などがある。

3.私 た ちは， 勇気，努 力， 謙遜，祈 り，義 務へ の忠誠 な

どの徳 を身 につけ るこ とによ り， 自分 自身 に挑 んで く

る ゴ リアテ に打 ち勝 つ ことがで きる。

4.私 たちが 自分 の ゴ リアテ と戦 うときに，主 か ら確 信 と

助 けを受 け るこ とが で きる。

話 し合 いを進 めるために

1.個 人的なチ ャレンジや困難を克服することについて自

分の意見 を述べる。

2.家 族で朗読 したり話 し合 ったりすると良いと思われる

聖句や引用文がこの記事の中にないだろうか。

3.訪 問の前 に家長 と打ち合わせた方が良い話 し合 いがで

きるのではないだろうか。定員会のリーダーや監督か

らのメッセージはないだろうか。
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すべての女性のための機会
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夫
の仕事 の都合 で，たびたび引っ越 しを余儀 なくされ

てきたある婦人が，庭 に花 の球根 を植えていました。

それを見ていた隣人が彼女 に尋ねました。「来春 それが咲 く

ころには』 ここにいないかもしれないのに，なぜわざわざ

球根 を植 えたりするんですか?」
「私はいないかもしれませんけれ ど，どなたかが住むわけ

ですから。」，婦人が答 えました。

「住むのは一時的かもしれませんが，住んでいた証拠 に私

はいつも前よりも少 しだけきれいにして家を出るようにし

ているんです。」

住まいが高価であろうとなかろうと，また未婚，既婚，

子供の有無にかかわ らず，私 たちは皆家の中を整える責任

を持っています。私たちには，この地上の家 を天の家のよ

うにする責任が与えられています。私 たちはまだその天上

の家を後 にしてきたばか りですが， もう一度 そこへ帰 りた

いと望んでいます。

スペンサー ・W・ キンボール大管長 は， このように書 き

記 しています。「天国 とはひとつの場所であるが，ひとつの

状態でもある。それは家であ り，家族である。天国は相互

の一致 と思いや りである。……さらには，穏 やかで健全な

生活であり，個人の犠牲，真のやさしざ，他人に対する心

からの思いや りで もある。また神 の戒めに従 うことであ

る。」(「奇跡 に先駆ける信仰」p.265)

エズラ ・タフ ト・ベンソン大管長 は，次のように述べて

います。「主が私 たち一人一人に求めておられる偉大なこと
はぐく

とは，善意が育まれ為ように，積極的に楽 しく生 きること

●

目的 ：既婚，未婚，また子供の有

無にかかわ らず， すべτの女性が

家の中を整える責任を持っτ幻る

乙どを強調する。

を教 え る家庭 を創 る ことです。」(『父 た る者 に大 いな る事 求

め らる る』 「聖徒 の道」1981年9月 号，pp.56-57)

家 と は， モル タルやブ ロ ック，木材 ，土， わ らな どだ け

で作 りあげ られ る もので はあ り、ません。家 とは，天 か ら与

え られ る、もの を土 台 として築 きあげ られ る もの です。'詩篇

の作 者が次 の ように書 いてい るのはその ためで す。「主が家

を建 て られ るの でなけれ ば，建 てる者の勤労 はむな しい。」

(詩 篇127：1)

私 た ちは常 に，主 の助 けを受 けてその よ うな家 を建 て る

よ うにとのチ ャ レンジを与 え られ てい ます。教 義 と聖約 第

88章 に出 てい る神殿建 設 に関す る次 の勧 告 は，私 た ちの家
なん じ

庭にもあてはまります。「汝 ら組織 して必要 なる物をこと
ととの しか

ご とく調 え よ。 而 して，祈 りの家， 断食 の家 ，信仰 の家，

学 問の家，栄光 の家，秩 序 の家，神 の家 な る一 つの家 を建

っべ し。」(119節)□

訪問教師への提案

1.あ なたの地上の家庭 を，天上の家と同じ状態 に近づけ

るために特にどんなことができるでしょうか。

2.教 義 と聖約第88章119節 の中の勧告 を，家を整 える者

としての責任に当てはめて考えなさい。 あなたの家を

「栄光の家，秩序の家，神 の家」と呼 ぶに，よりふさわ

しい状態にするために何 をする必要があるでしょうか。

●6月 の家庭訪問メッセージ●「福祉の墓本」 目的 ：福祉活動

の基本は愛であることを理解する。
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ら， ジェイコブ ス姉 妹 は言 い ます。 オ ラ ンダ のライ スバ イ

クに住 む72歳 の彼女 は，24年 前 に改 宗 して以来，様 々 な逆

境 を乗 り越 えて主 に仕 えて きま した。

ジュ リー は，1914年 ，6人 兄弟 の ひと りとして， イ ン ド

ネ シアの スマ ラ ンに生 まれ ました。 彼女 が8歳 の ときに父

親 が亡 くな った ため， オラ ンダ人 との結婚 で家族 に勘 当 さ

れてい た中国人 の母親 は， 子供 たち を育 てて い くことがで

きな くなって しまい ま した。の ち に家族 が一緒 に住 める よ

うにな るまでの数年 間， ジュ リー は他 家 の世 話 にな って過

ご して います。

教 育学 で学位 を修 めた ジュ リー は，学校 を出て秘書 とな

り， ル ドル フ ・ジェイコブ スと出会 う まで その仕 事 を続 け

ま した。 そ して1938年 に彼 と結婚 したので す。 第二次世 界

大 戦が始 まると， 熟練 パイ ロ ッ トで あ ったル ドル フはす ぐ、

に召集 を受 け， 間 もな く日本軍 の捕虜 とな りました。.

双 子 を身 ごも って いた ジ ュリー は， ひ と り取 り残 され，

幼 い、息、子 の世 話 に明 け暮 れ ま した。 その後 の3年 間，彼 女

は育児 に追 われ なが らも，食 べ物 を手 に入 れる ため に，編

み物や手細工 品 を売 った り， い ろいろな 品物 を食料 品 と交

換 して い ます。

捕虜収容 所 か ら戻 って きたル ドル フ は，重 い病気 にか か

り， やせ細 って いま した。 そ こで， ふ た りは もっ と良 い治

療 が受 け られ るオ ラ ンダ に移 る こと にしたので す。 こう し

て1◎47年 ， ジュ リー は 自分 の生 地 に再 び戻 れな くな るこ と

も知 らず にイ ン ドネ シアをあ とに したの で した。

それか ら6年 後， 夫のル ドル フ ・ジェイ コブ スを飛行機

の墜落事 故 で失 った ジュ リー は，再 び ひ と り取 り残 され，

下 は5歳 か ら上 は14歳 までの4人 の子供 を育て てい くこ と

になったの です。彼女 はタイプ や速 記 を教 える仕事 を して

働 きました。 そ の彼女 が，1960年 に は，長 男 を交通事 故 で亡

くす という もうひ とつ の大 きな悲 しみに見舞 われた のです。

、壱、子 を失 い，その シ ョック に打 ちの めされ た彼女 は，「自

分 の体 の一部 が引 き裂 かれ るよ うな思 いが した」 と，信仰

の危機 に直面 した経 験 を語 って い ます。

「どうして 自分 が こん な試 しに遭 わ なけれ ばならな いの か
，

私 には理解 で きません で した。私 はいつ もどお り，毎朝 ，

毎 晩， ひざ まず いて祈 ろ うと努 力 してみ ま した。で もどう

して も祈 りの言葉 が ゴか ら出 て きませ んで した。」彼女 は こ

う語 ってい ます。

彼女 はそれ まで一 度 も教会 に行 った ことがあ りません で

したが，神 に対 する強 い信 仰 に よって， どうにか この状 況

を切 り抜 ける こ とが で き ました。 「しば ら く して か ら， 私

は， 『神 は常 に愛 のお方で ある』 とい う声 を聞 き ま した。

それ は何度 も繰 り返 される ような感 じで した。」

こう して彼女 は再 び祈 るよう にな りました。「天父 への感

な

謝の気持 ちから，私は天父に仕 えることのできる教会を探

し求めました。」そして，1962年 のある雨ゐ降る晩，ふた り

の末 日聖徒 の宣教師がジェイコブス家の ドアをたたいたの

です。

それから間もなく， ジュリーの息子のひとりが，続いて

彼女の妹 と母親がバプテスマを受けました。 しかし，彼女

自身はまだ確信が得 られずにいました。娘がバプテスマを

受けるという前 の日の晩，彼女 は宣教師から，福音に対す

る証を得 るために祈ってみるようにというチャレンジを受

けました。

「私 は宣教師さんに，何 も約束 しませんでした。」ジュリー

はこう言っています。

「その晩の祈 りの中で，私は別 に教会のことは祈 りません

でした。ところが真夜中に突然 目が覚めて，この教会が 自

分の仕えるに.ζ・さわしいまことの教会かどうかを天父に尋

ねてみたくなったのです。

それまであれほど長い時簡，∫・あれほど熱心 に祈ったこと

はあ りませんで した。またあの晩ほど，神の愛と力を強く

感 じたこともありませんでした。祈 り終えたころには，寝

室の窓のカーテン越 しに朝 日が差 し込んでいました。早朝

のそのひととき，私 は外を眺めながら，息子を亡 くして以

来久しく味わったことのない幸福感 と安 らぎを味わうこと

ができました。」彼女 は，四半世紀 も前の早朝のすばらしい

経験に思いをはせなが ら， こう語 ってくれました。 そして

その 日，彼女は娘 と一緒にバプテスマを受 けたのです。

その後， ジェイコブス姉妹 は21年 間にわた り，扶助協会

で働 いてきました。 その間の5年 間，彼女 はオランダハー

グステーキ部の扶助協会会長を務めています。「それは必ず

しも楽な責任ではあ りませんでした。その5年 間に，私は

必要 な助けや霊感 を受けるために， しばしばひざまずいて

祈 るようになりました。」こう彼女は語っています。

年に3回 ，ロンドン神殿ではオランダ人の会員たちのた

めに，特別な参入週間を設 けています。「大抵私たちは夜出

発 し，車で数時間行 ったところで，英国行 きの夜行船に乗

り込みます。それか らさらに3時 間ほど車を走 らせて神殿

まで行 きます。その間はいつも朝6時 前 に神殿 に入って，

夕方の6時 までいるようにしています。オランダに戻って

きたときはぐっ た りと疲れていますが，主の宮居で仕事が

できたと思うと幸せな気持 ちになります。」

ジェイコブス姉妹 はこう結んでいます。「人生 は楽なこと

ばかりではありません。で も私 たちは，この世 を去るとき
いだ

に，神 の腕 にや さ しく抱 かれ るというす ば らしい報 いを手

にする ことがで きます。 その ことを思 えば，1人生 で出会 う

いろい ろな出来 事 を勇気 を もって受 け止 める ことがで きま

す。」 □
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繋窒鴛禦怒繋羅饗嚢麟 鱗 蓬灘 難欝

平和の福音を伝 えています。当時の軍人から福音を学んだ
たつ い

人の 中に，佐 藤龍 猪兄弟，千代姉 妹 が います。 ボイ ド・K・

パ ッカーは， 佐藤姉妹 にバプ テスマ を施 す という特権 に恵

まれ ま した。佐藤兄 弟 にバプ テスマ を施 した のは， 現在 ソ

ル トレーク シテ ィーで医 師 をしてい るC・ エ リオ ッ ト ・リ

チャーズ兄弟で す。 この佐藤 兄弟 の翻訳 の業 に より， の ち

に多くの 日本人 が母 国語 で聖 典 に親 しみ，神 殿 の儀 式 を受

け られ るようにな ったのです。

永遠 の 伴 侶

1946年 に復 員 したボ イ ド ・K・ パ ッカーは， オグ デンの

近 くの(現 州 立〉 ウ ィーバー カ レッジに入学 しま した。彼

は この大学 で， 同 じザ リガム シテ ィー出 身の ドナ ・エ デ ィ

ス ・ス』ミスに出会 い ま した。 ふた りは，1947年7月27日 ，

ローガ ン神殿 で結婚 して い ます。

その後， ふた りの間 には アラ ン， ケネ ス， デ ビッ ド， ロ

ー レル
， ラ ッセル， スペ ンサ ー， ゲ イル， キ ャサ リー ン，

ロー レ ンス，エ ル ドンの10人 の子供 が生 まれ てい ます。

パ ッカー兄弟 は教 師 にな るこ とを 目指 し， その夢 を追 い

求 め て きました。彼 は1948年 に ウ ィーバー ジ ュニ アカ レッ

ジか ら準 学士号 を， また1949年 に はロー ガ ンのユ タ州 立大

学 か ら学士 号 を受 けてい ます。 その後， 彼 は1953年 に ユ タ

州 立大学 か ら修士 号 を，1962年 に はブ リガム ・ヤ ング大学

か ら教育 学 の博士 号 を受 けてい ます。

その間 は，彼 にと って は多忙 な毎 日で した。教 師， ステ

ーキ部 書記補助
，高 等評議員 な ど地 元で教会 の召 しを引 き

受 ける かたわ ら，1949年 に はセ ミナ リーで教 師 と して教 え

始 めて います。 かつて 自分 もその建 築 に携 わ った， ブ リガ
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ム シテ ィーの 旧陸軍病 院 は， イ ンデ ィアンの学 生 のため の

連邦政 府 の学校 にな り，彼 はそ こで，1949年 か ら1955年 の

半 ば まで，教会 教育 部 の学校 に関連 して， イ ンディア ン問

題 の コーデ ィネーター を務 めま した。 また この同 じ時期 に，

彼 は4年 間 ブ リガム シテ ィーの市会議員 を務 めて い ます。

さ ら に大 い な る 責 任

1955年 ， ボイ ド ・K・ パ ッカーは，教会教 育部 の セ ミナ

リーお よびイ ンステ ィテ ユー トの副 理事 に任命 され，1961

年10月 ，十二使徒補助 に召されるまでこの責任 にあ りま した。

育 ち盛 りの子供 た ちを抱 え，責任 も大 きくな り， なおか

つ教育 も受 け続 けて きた結婚 後 間 もない この時期 は，非 常

に充実 した もので した。 で は， これ だけ 多 くの ことを彼 は

どの ように して こな す ことがで きたので し ょうか。

「すべ ては 『妻 のお陰』の一言 に尽 きます
。彼女 は 申 し分

の ない人です。」 パ ッカー長 老 は こう言 って います。

長老 の この言葉 を受 けて，姉 妹 は笑 顔 で こう答 え ます。

「そんな風 に言 われ た ら
， もっと 自分 を磨 かな くて はね。」

立派 な主婦 であ り，教 会 にあ っては有能 な働 き手 ，系 図

探求者 で ある ドナ ・パ ッカーが，完成 された女性 であ る と

いう ことはは っき りして い ます。何事 につ いて も精 力的 な

彼女 は， 目下 パ ッカー家 の系図 に関す る本 を執筆 中で す。

「彼女 が持 って いる
，人 を発 奮 させ る能 力 は大変 な もので

す。」パ ッカー長老 は こう語 ってい ます。

子供 たちの必要を満 たす

子供のことについて考 えを聞くと，パッカー長老 も姉妹

もまるで申し合わせていたかのように，一致 した考 えを語

って くれます。パッカー長老は， それはふたりが力を合わ

せて結婚生活を送 ってきた賜であると言っています。姉妹

はまた，子供たちの必要 を満たし，一人一人が持ち前の才

能を伸ば していけるよう，各 自に合 った教育の機会を提供

しようと，前も って夫婦で苦労して計画することが1意 見

の一致 につながるのではないかと語 っています。

すでに結婚 しているパ ッカー家のふたりの子供たちを除

く全員と，37人 の孫の内30人 が，車で1時 間以内の所 に住

んでいます。子供たちはよく両親の所を訪ねて来ます。

(パ ッカー長老 と姉妹の勧めで，結婚 している子供たちは

折あるごとにそれぞれの伴侶 の家族 とも交わ りを深めるよ

うに努めています)パ ッカー家ではパ ッカー姉妹 を中心に

計画を立て，毎年夏に身内の人々を集めて懇親会が開かれ

ます。姉妹 はパッカー家の先祖の中からひとりかふたりを

選び， その人の していた仕事 などをその都度テーマとして

取 りあげるようにしています。

子供 たちが大きくなるまで，パッカー家の家庭生活は，

いろいろな点で母親 を中心 に動いていました。姉妹 は，夫

が教会の責任 で不在のときには子供たちを導 き，父親の代

弁者としての働 きもしなければな りませんでした。 しかし

子供 たちは，常 に母親を，そして自分たちを支 えてくれて

いるのは父親であることを承知 していました。

「子供たちと家 にいられるときは，彼 らと一緒にいるよう

にいつも心がけました。」パ ッカー長老 はこう語 っています。

事情が許 す限 り，わずかな時問で も毎 日，一人一人の子供

と一対一で過 ごす時間を持つようにし，ていたのです。
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かみしめることができるのです。……私たちは今，不確か

な将来へと向かって進 んではいますが，私 たちの思いは不

確かな ものではありません。子供 たちよ，証を述べなさい。

シオンを建てなさい。そうすれば，真の成功 とまったき幸

福 を見いだすことで しょう。」(『選び』「聖徒の道」1981年

4月 号，pp.37-38)

パ ッカー長老の話の主題 は実 に広範囲に及んでいます。

アランは父親を評 して，専門家の力を借 りなが ら， 自分 で

得 た知識と霊的洞察力 を交えて立派 に 「宿題」(話の責任の

こと)を 果 たす人と言っています。「父はいつも何時間 もか

けて話の準備 をします。」
一般の教会員 にはうかがい知れない努力がなされている

のです。

アラン ・パッカーは，父親 はあらゆる機会 を利用 して様

様 なごとを教 えてくれたと言っています。パッカー長老の

子供たちは，今でも父親に助言を求 めに行 きます。

最優先 にすべき こと

アランはまたこうも言っています。「彼 は私たちの族長で

あり，父親です。父はこの責任 を最優先にしています。」

ローレル ・パッカー ・ディルマンは，父親はどのような

ときにもみたまのささやきに対 して非常に敏感 な人であっ

たと話 しています。彼女は自分がブリガム ・ヤ ング大学の

学生であったときのことをこう語 っています。「私が何 か問

題 を持って苦しんでいるとき，必ず父から電話がかかって

くるんです。」父親からのちょっとした励ましの言葉や助言

が，彼女には大 きな力 とな りました。

ケネスはこう言っています。「福音に従 った生活をしてい

るかどうか，父を心配 さぜることのないような生き方 をし，

家族を導き，育てていきたいと思っています。」

数年前，パッカー長老は総大会の席で， 自分 の子供や孫

たちに遺産 として伝えたいと思うと同時に，「ほかの人の役

に立てば」 という思 いを込めてある話 をしました。

「私たちは子供たちに，またその子供 たちに知 ってもらい

たいのです。人生 における選 びは名声か無名かでも，富か

貧困かでもないということを。それは，善 か悪かの選びで

(す)。……このことをよく理解すると，私 たちの幸福は物

質的なもので左右されなくなります。たとえ物質的なものに

恵まれていなくても，幸福 を味わうことがで き，真の成功 を

真の教師
「パ ッカー長老 は，まさしく真 の教 師です。」こう語 るの

は，十二使徒評議会会貝のジェームズ ・E・ ファウス ト長

老 です。「確かに十二使徒 は皆教師なのですが，彼はその十

二使徒の中の教師なんです。」ファウス ト長老はまた，十二

使徒定員会の先輩会員 としてのパ ッカー長老は，教会や会

貝たちに与える影響 を+分 に考慮 したうえでいろいろな指

示を出し，決断を下す人であると話 しています。

ファウス ト長老はさらに，パ ッカー長老 が指導的立場 に

あって示す，聖典 を貴ぶ気持ちやその聖典 の利用の仕方 は

教会全体の方向づけにも影響を与 えているともつけ加えて

います。

同じく十二使徒評議員会会員のラッセル ・M・ ネル ソン

長老の語 るところによると，定貝会で何かの問題 について

討議するような場合，パッカー長老はモルモン経の中から

それに関連 した教 えを探 し出し，話 し合 いの中にそれを取

り入れることがよくあるということです。

モルモン経 は，ボイ ド・K・ パ ッカーの生活に深 く，大

きな影響 を及ぽしています。「モルモン経なくしては，パ ッ

カー長老 も今のような予言者 とはなれなかったでしょう。

彼こそ傑 出した聖見者です。」ネル ソン長老はこう語 ってい

ます。

ネルソン長老はまた，パッカー長老が聖典 をもとに語る

教 えには，「深い理解力」が示 されているとも言 っていま

す。

彼はよく，「みたまの声に耳を傾けることの大切 さ」「命
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と救 いの計 画」 「伝 道」 「主 の選 ばれた指導 者 を支持 す る」

「幸福 へ の鍵 であ る従 順」 な ど とい ったテ ーマ で話 を し ま

す。 しか し， 常 に変 わ らない テーマが ひ とつ あ ります。 そ

れ らの底 には常 にそ の一 貫 したテー マが流 れ てい ます。 そ

れは 「確 かな証」 という テー マです。 その証 をす るこ とが

彼 の召 しで あ り，特 権 なので す。

1977年4月 の総 大会 で 「仲 保者 」 とい うテーマで話 を し

た とき，彼 は人類 の願 い に対 する キ リス トの重要 な役割 に

触 れ，次 の ように言 って います。

「私 は主 イエ ス●キ リス トにつ いて証 を述べ た いとい う強

い望 みを持 って この大会 に臨 み ました。私 は主 が何 を され

たか， また主 炉 どうい うお方 であ るかを， で きるだけわ か

りやすい言葉 でお話 ししたい と思 ってい ます。

言葉 だ けでは とて も言 い尽 くせ ない ことはわか って いま

すが， 同時 に， その ような気持 ちは言 葉 がな くて も， みた

まに よって通 じるこ とが 多々あ るこ とを知 って い ます。私

は ときどき， 自己の不完 全 さの ため に苦 しむ ことがあ りま

す。 しか しそれ で も，私 は主 が生 きて お られ るこ とを知 っ

てい るの で，最 終的 には，幸福 と喜 び に立 ち帰 る ことがで

きます。」(『仲保 者』「聖徒 の道 」1977年10月 号 ，p.488)□

鞭

難

麟 晦 舗，

驕

教育者 として知られるパ ッカー長老は，大学の卒

業式や様々な式典で，たびたび講演 をしている。

1973年 ，ユタ州立大学ズ講演中のパ ッカー長老
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私 たちは，成長し進歩して天父のようになるためにこの

世に送られてきているはずです。では，虐侍を受けている

子供たちはどうでしょうか。彼らはそうした環境から生じ

る問題を克服することができるでしょうか。

解答者

カールフレッド・ブロデリック

(南カリフォルニア大学社会学教授)

神
の子供 と して，私 た ちにはす ば らしい選択 の賜 が与

え られて い ます。私 た ちは人 の役 に立 つ方 を選 ぶ こ

とも， 人を傷 つ ける方 を選 ぶ こ ともで きます。主 が モーセ

に話 して おられ るよう に，不 幸 に もあ る世代 の人々 の不 正，

罪悪が次代 の人 々の上 に振 りかか って くる ことが多々 あ り

ます。(出 エ ジプ ト20：5参 照)今 日，多 くの家庭 を見 れ

ば， それが事 実 であ るこ とはだれの 目に も明 らかで しょう。

問題 を抱 えた家庭 は， その苦 痛 や罪悪 を汚れ ない子 供 や孫

た ちにまで及ぼ してい くこ とが 多い ようです。 ひ とつの世

代 の犠 牲者 が，次 の世代 で は犠 牲 を強 いる者 とな って しま

うので す。

他 方，主 は予言者 エ ゼギエル に次 の よう に言 って お られ

ます。

「あなたが たがイ スラエルの地 について
，この ことわざ を

用 い，『父 た ちが，酢 い ぶど うを食 べ たので子供 たちの歯 が

うく』 とい うの は どん なわけか。

主な る神 は言 われ る， わた しは生 きてい る， あな たが た

は再 びイス ラエ ルで この こ とわ ざを用 いる ことはな い。

見 よ， すべて の魂 はわ た しの もので ある。父 の魂 も子 の

魂 もわ た しの ものであ る。 罪 を犯 した魂 は必ず死 ぬ。」(エ

ゼ キエ ル18：2-4)、

この聖句 か ら，子 供 は父 の罪 を繰 り返 すべ きでは なく，

どの世代の人も自分の選択に対 しては自分で責任を取らな

ければならないことがわかります。

私はこれまで教会の様々な召しを果 たし， また家族を対

象としたセラピス トとして も働 いてきました。それらの体

験 を通 して，神がそのような破滅的な家系 にみずから手を

差 し伸べ，破滅の鎖を断ち切るためにすぐれた霊を送 られ

ることがあるということを強 く確信 しています。そのよう

な子供たちは， 自分 自身にはまったく罪がないのに，暴力，

怠惰，搾取などにより，苦 しみを味わうかもしれません。

しかしそれで も，神の恵みによって 自分 たちの中 にある

「毒」 を一掃するための力を見いだし，子孫 に不幸の種 を

伝 えることのないように努力する人々もいるのです。たと

えそれまで破滅的な苦 しみを味わった世代が続いたとして

も，それ以後は清 く汚れのない家系が続いていきます。そ

して彼らの子孫はみずからを幸いな者と呼ぶようになるの

です。

こうした人々は，みずか らは罪がないにもかかわらず，

ほかの人が味わうことのない苦痛を身に受けることがある

か もしれません。 しかしたとえそうであっても， 自分の家

系に救 いをもたらす努力を続けることで，多少な りとも「シ

オ ンの山の救い手」 となれるのです。

私はこれまでも，そうした信 じられないような苦痛や屈
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」

辱 を背負 った大勢 の人々を見てきました・ある若い女性は，繰 り返 し父親か

ら性的虐待を受 けていました。彼女は勇気 をもってついにそのことを母親に

話したのですが，それは母親 を怒 らせることとなり，母親から打たれ，捨て

られたのです。

この経験から，彼女は世 をはかなみ， さらに自信喪失に陥 って しまいまし

た。 しかし数々の大 きな障害があったにもかかわらず，彼女 は神 と和合 し，

信頼できる夫を見つけ，共 にすばらしい家庭 を築いています。それだけでな

く，彼女 は全精力を傾けて，同様の背景 を持つ女性たちが， その家系から毒

を一掃 していく手助けをしています。

もうひとつ，母親を亡 くした12歳 になるある男の子の例ですが，彼の父親

は，息子を部屋 に閉 じ込 めてはほかの女性 と酒を飲みあかしていました。 そ

して息子を部屋 から出したときはなぐりつけて， ときには骨を折 ったり，気

絶させた り，脳 しんとづを起 こさせたりすることもじばしばでした。

例にたがわず， この少年 は精神的に混乱 したまま自己嫌悪 と人間に対する

敵意 を持った青年に育っていきました。 しかしここでも主は見捨 てられるこ

とがなく，彼が成長で きるように友人やいろいろな機会 を与 えてくださった
いや

のです。数 々 の霊 的 な癒 しの奇 跡 を通 して，現在 この若 者 はす ばら しい女性

との神殿結婚 に向 け，準備 を して い ます。 ふた りはそ こで共 に，義 と愛 とや

さ しさの中で子供 を育 てて い く責 任 を受 けるので す。

昔，主 は大洪水 をも って， ふ さわ しくない血統 を滅 ぼ され ま した。 しか し

今 の時代 に，主 はその ような民 を清 め るため に，大 勢 のえ りす ぐった人 々 を

送 って くださ って いる と私 は確 信 して います。

主 はエ レミヤ の時代 に， の ちにエ ゼキエル に語 りかけ られ た とき と同 じ言

葉 を用 い，次 の よ うに言 って お られ ます。

「その時
，彼 らは もはや，『父 がす っぱい ぶ どうを食 べ たので，子 ど もの歯 が

う く』 とは言わ ない。

人 はめいめ い 自分 の 罪 によって死 ぬ。 す っぱ いぶ とうを食 べ る人 はみ な，

その歯 が うく。」(エ レ ミヤ31：29-30)

主 は さ らに続 けて， この新 しい誓約 の世代 について述 べてお られ ます。「わ

た しは， わ た しの律法 を彼 らの うちに置 き， その心 に しるす。 わた しは彼 ら

の神 とな り，彼 らはわ たしの民 とな る。」(エ レミヤ31：33〉

大 抵 の人 は， そ のよ うに して苦 しみ を受 けなが らもす ぐれ た資質 を秘 めて

いる人 を，幾 人か は知 ってい るはずで す。 成長 して か らの ちの段 階 であれ ば，

その ような人々 に気 づ くの はそうむず か しいこ とで はあ りません。 しか し，

まだ早 い段 階で は，彼 らは ひどい逆 境 の中で耐 え難 い苦 しみを受 けてい る状

況 にあ ります。彼 らめ姿 を見 て， その憎悪 や苦悩 を超 えた ところに純粋 な霊

が内在 してい るの を識別 す るには，鋭 く研 ぎ澄 まされ た霊 的な感受性 が必要

です。 その ような人々 と親 し くし，彼 らが高 い 目標 に到達 で きるよ う， で き

る限 りの援 助 を与 えてい くこ とは，私 た ちの義 務 であ り特権 で す。

私 たちの 中に も， これ まで述 べ て きたよ うな苦 しみ を経 験 した人が いるか

もしれませ ん。 そ れで も私 た ちは人々 に光 を伝 え る責任 を与 え られ てい ます。

とげ とげ しい思 いを捨 て，救 い主 の足跡 に従 って， 神 が与 え られた務 め を忠

実 に果 た して いこ うで はあ りませ んか。□
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ズールー族 の末 日聖徒数 の増加 は，南 アフ リカにおけ る

最 近 の教会 の成長 ぶ りを よく物語 ってい ます。現在 ，12，000

人 の会員 が お り，4つ のス テーキ部 とふた つの伝 道部 が組

織 され てい ます。地理的 に見 れば，会員 た ちは(南 アフ リ

カの ダー バ ンか らナ ミビアの ウイ ン ドホ ー ク まで)東 西

2，4001キロ，また ジンバ ブエ のハ ラロか ら南 アフ リカのケ ー

プ タ ウン まで南 北2，600キ ロ にわ た る地 域 に散在 して い る

こ とにな ります。

「信 仰 の守 り手
」

サ ン トンステー キ部 の ステー キ部長 ジ ョア ン ・P・ ブ ラ

マーは，聖徒 た ちが南 ア フ リカの何百 万 とい う人々 の中 に

分散 して いる という事実 が， まだ少数 派の彼 らに福 音の真

価 を十分 に意識 させ， 自分 こそが 「信 仰の守 り手」 という

気持 ち にさせて いるので はない か と見て い ます。彼 はまた

こ うも語 ってい ます。「南 アフ リカにお ける最近 の教会 につ

いて私 自身 が重 要 だ と感 じて いる ことをあげ ると した ら，

会員 た ちの生 活の変化 で すね。会員 の ほとん どが改 宗者 な

んです。」

こうした新 しい改宗 者 のほか に， 南 アフ リカには末 日聖

徒 となって二代 目， 三代 目という家族 も少 な くあ りませ ん。

南 ア フ リカケ ープ タウ ン ステ ーキ部 第一 副 ステー キ部 長

の フランク ・フォー リー も，会貝 とな って50年 以上 もたつ

そ うした家族 の一員 で す。 すで に亡 くなって いる母 親 ヨハ

ンナの改宗談 を，彼 は こう語 って い ます。「母 は福音 に関 し

て いくつか疑問 を持 ってい ましたが，牧 師か ら答 え を得 る

ことが で きませ んで した。 そこで母 は牧 師 にこ う言 ってい

たので す。 『この疑問 に答 えて くれ る教会 が見 つ かった ら，

私 はそζ に移 るこ とになるで しょう』 と。

1934年 に末 日聖徒 の宣教 師 が我 が家 の ドアをたた きま し

た。 そ して招 き入 れ た母 の疑問 はすべ て答 え られた のです。

母 と私 た ちは，今 は取 り壊 されて しま って いるモー ブ レー

の古 いホール でバプ テスマ を受 け ま した。母 は， 壁 にかけ

てある ソル トレー ク神殿 の絵 を見 あげて は， いつの 日か そ

こに行 くと誓 い を立 てて いま した。 しか し大恐慌 の最 中，

その夢 もか なわな いか に見 えたの ですが，後 に それ は実 現

しま した。」ヨハ ンナぼ， 長年初 等協会 の会長 を務 めて きま

した1ラ ォー リー副 ステー キ部長 はこ う言 ってい ます。「私

雍 裕、
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(上か ら)誕 生 日を祝 う ，バ ー バ ラ ・レ ンチ ， ビル ・レ

ンチ夫 妻 とそ の 家族 。南 ア フ リ力 南 東 岸 近 くの ， ドラケ

ンス バー グ 山 脈 の 中の 田 園風 景(写 真 提 供 ：南 ア フ リ力

観 光協 会)。 南 ア フ リカ サ ン トン ス テ ーキ 部 セ ン タ ー 。ブ

ル ー ム フ ォ ンテ イ ン の教 会 員 ，エ リア ス ・ビス 家族

の と ころには， クモラサ ザ ンメ ッセ ンジャー(初 等協会 会

長在職 中の彼女 の80歳 の誕生 パー テ ィー を報 じた，初期 の

末 日聖徒 の刊行物)の コ ピーが あ ります。」

人種 のるつぼ

南アフリカサン トンステーキ部扶助協会の第一副会長を

務めるエ ドウィーナ ・スワツバーグもそうした忠実な家族

の一員です。彼女 自身は，末 日聖徒 としては三代 目にあた

ります。彼女 はある男性に神殿について説明をしたことが

あります。アイザックという名のその男性は正当派ユダヤ

教の中で育てられた人で したが，神殿 についての彼女の説

明がひとつの助けとなって， やがてこの教会 に改宗 し，後

にふた りは結婚 することにな りました。聖典 の中では，主

が常 に神殿で人々に話されたことが書かれているのに，な

ぜこの時代 には地上 に神殿がないのか，彼 はずっと疑問に

思 っていました。 また，旧約聖書の中のキ リス トに関する

予言(特 に詩篇第22篇)に ついても彼は真実であるという確

信 を得，すべてが納得のいくものとなったのです。スワツ

バーグ夫妻は後 に，ソル トレーク神殿で結び固めを受けて

います。ふたりは現在プレ トリアに住んでおり，スワツバ

ーグ兄弟 はそこで，教会の法律顧問 と教会広報部長をして

います。

スワツバーグ夫妻は，南アフリカに見られる数 多い人種

と伝統のうち，わずかふたつを反映 しているに過ぎません。

南アフ リカの人口は，全体の20パ ーセン ト弱を白人が，そ

していろいろな種族からなる黒人が70パ ーセン トを占めて

います。 このほかにも，種々雑 多な人々からなるいわゆる

「カラー ド」や，おもに1世 紀少 し前 にナタールの砂糖工

場の労働者としてインドから連れて来 られた人々の子孫で

ある 「アジア人」も多くいます。末 日聖徒の宣教師は， こ

れらの人々の中で伝道 に大きな成果 をあげています。ほか

にもユダヤ人， ギリシャ人， ポル トガル人などがお り，分

裂派のケープ ・マライ人は， イスラム教徒を名乗 っていま

す。

3世 紀半近 くもの歴史の中で築かれてきた従来の社会様

式や傾向は徐々に変わ りつつあります。サントンステーキ

部のジョアン ・ブラマーステーキ部長 はこう語っています。
「現在 は様々な文化の再編成期です

。実 に早いペースで大 き
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な変化 が起 こってい ます。 その早 さ について いくのは大変

な ことで， まさに 『カル チ ャーシ ョック』 です よ。」
9

平和 と善意

ブラマーステーキ部長は， こうした問題があるにもかか

わらず，「教会は白人黒人を問わず，会員たちにひたすら平

和 と善意を説き続けています」 と付 け加 えています。また

スワ'ソバーグ兄弟 もこう言っています。「伝統の違 いによる

壁 は徐々になくなりつつあ ります。」

「すべての、ζ・さわしい男性に神権が授けられるようになっ

たことで，黒人に対 する伝道に大 きな展望が開けました。」

こう語るのは，南アフリカヨハネスバーグ地区の地区代表

であ り， ヨハネスバーグの神殿記録部長の職 にあるルイ

ス ・P・ ヘファー兄弟です。黒人たちはほとんどが彼 らだ

けで集会 を持っています。ソウェ ト支部 は，すべて黒人に

よって運営されています。ほかにも，黒人の指導者が育つ

まで一時的に白人に管理 されている黒人たちの集会所が3

つほどあ ります。またダーバンには黒人とイン ド人のため

の支部が，そしてシスケイには小規模のユニッ トがいくつ

かあります。
「私たちはソウェト支部の開拓者でした。」当時を思い起 こ

しながらこう語 るのは， ヨハネスバー一グのジェームス ・バ

ン ・ザイル兄弟です。彼 の妻モーリーンは，夫と共 に伝道

の業に従事 してきました。「24年問の会員生活の中で，この

伝道は最 も報いある経験とな りました。最初 にバプテスマ

を受けることになったのがシホ ・コモでした。彼はそれ以

前からモルモン経で結 ばれた仲閲を作 り，バプテスマや神

権を受 けられる日を心待 ちにしながら，仲間にモルモン経

に書かれている原則 を説いていたのです。」

7力 国語 に堪能なソウェト支部扶助協会会長 ジュリア ・

マビンベラは， レッスンの通訳のためにいつも宣教師に付

き添っていきます。彼女にとっては人々のために働 くこと

が生きがいなのです。たとえば， 日陰のない校庭や公共の

場 を見つければ木 を植えに行 くというふうに，何かなすべ

きことがあるのに気 がつくと，必ずそれを自分からするの

です。

特別な保母の訓練 を受け，以前は学校 の校長 を務めたこ

ともある彼女は，現在 レス トラン，パン屋，肉屋，薬用植
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物店 を1軒 ずつ所有 しています。彼女 は謙遜 にこう証 して

います。「私は，主が，福音に対 して私 を備えさせてくださ

ったと確信 しています。福音 から得 られる喜 びは言い表わ

すことができません。福音 とこの教会 が真実であり，幸せ

になる方法を教えてくれ ることを心から証 します。」夫に先

立たれていた彼女は， ヨハネスバーグ神殿 の献堂後，夫婦

の結び固めを受けています。

マビンベラ姉妹 は，平和を願 う女性の会の多民族理事会

の役員 をしています。彼女はほかのいろいろな女性の組織

の創始者で もあ り，その一員でもあります。「人の家の ドア

をたたくのが怖 いときもありますが，私 は，主が特 にその

家に私 を導いてくださっているのだから，必ず守 ってくだ

さると自分に言 い聞かせるんです。」

証 を 強 めさ せ て くれ る もの

南 アフ リカの聖徒 た ちに とって，福 音 の原則 は家庭 生活

の中心 にな って います。会員 となって35年 にな るサ ン トン

第1ワ ー ド部 の バーバ ラ・レンチ，ウィル フ レッ ド(ビ ル)・

レンチ夫妻 は，次 の ように話 して い ます。「自分 の子供 た ち

や孫 たちが教 会 で活発 にや って いるの を見 て いて， 天父 も

喜 んで お られ る と感 ず る ことが で きるよ うにな りました。

彼 らの証 は私 たち を強 めて くれ ます。」息子 の イア ンとマイ

ケル は， それ ぞれ南 アフ リカサ ン トンス テー キ部 の第一副

ステーキ部 長， 第二副 ステー キ部長 を務 めて い ます。

南 ア フ リカで は，教会 の補助組織 プ ログ ラムがすべ て実

施 され，出席率 も高 くな ってい ます。教会 教育部 の地域指

導者 で ある ドナル ド ・E・ ハ ーパ ーは こう言 って います。

「1974年 に 始 まったセ ミナ ウー とイ ンステ ィテ ユー トには
，

青少年 の70パ ー セ ン トが参加 して い ます。彼 らは朝5時 に

起 き，6時 か ら7時 まで1時 間 レッス ンを受 け，学校 が8

時 に始 まるので， その あと まっす ぐ学校 に行 きます。彼 ら

は週5日 間 これ を実行 してい ます。 実 に熱心 で すよ。」セ ミ

ナ リー， イ ンステ ィテ ユー トには， 夜 の部 の クラス もあ り

ます。

最初の宣教師たち

南アフリカにおけぐこの成長ぶ りは，南アフ リカ最初の

伝道部長 として召されたジェシー・ヘイブンによって，130
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年 以上 も前 に予測 され て いま した。ウ ィリアム・ホーム ズ・

ウ ォーカー， レオナ ー ド ・1・ ス ミスのふ た りの 同僚 と共

に，彼 は喜望 峰 に教 会 を組織 し， そこ を伝 道 の地 と して奉

献 しま した。1853年5月23日 ， ケ ープタ ウ ンを見下 ろす ラ

イ オ ンズヘ ッ ドとい う丘 の斜面 に立 って，彼 はこう言 った

の です。「心 の清 い多 くの人 々が，永遠 の福音 を受 け入れ る

ように なるで し ょう。」

過 酷な状況 や人 々の反対 に出会 って，初期 の数年 間 は思

う ような成長 が見 られ ませんで したが，彼 の その言葉 は確

か に真実 で した。

改宗者 は あ りましたが，彼 らの 多 くが アメ リカヘ移住 し

て行 ったた めに， 南 アフ リカの末 日聖徒 の人 口 は， ほぼ1

世 紀 にわた り低迷 を続 けて い ました。 しか し， 忠実 な人々

は，辺境地 戦争 や南 阿戦 争(1856-61，1865-1904)， ま た

第一次， 第二次 両世 界大 戦 の最 中に， 宣教 師た ちが退 去 し

た時期 で さえ，福 音 の教 えを守 り続 けて きたの です。

「距離的 な問題 で
，私 たち は教会 の本部 か ら孤立 して し

ま った ような気持 ち になる ことが よくあ ります。 で すか ら，

私 たち には教 会の指導者 の訪 問がとて も待ち遠 しいんです。」

こ う語 るの は， 南 ア フ リカ ダー バ ン ステ ーキ部 パ イ ン タ

ウ ンワー ド部扶助協 会教養教 師 の デ ビー ・ビアル姉 妹 です。

確 かに， ダーバ ンは この地上 で，教会 が組織 され てい る

ほ かの どの地点 よ りもソル トレー ク シティーか ら遠 く離 れ

て いるので す。

最初 の伝 道部 長 と して， ヘイ ブ ン伝 道部長 が南 ア フ リカ

に足 を踏 み入 れて か ら，1954年 に教会 幹部 であ った デ ビッ

ド・0・ マ ッケ イ大管 長 がそ こを訪 れ るまで， まる1世 紀

の時の流 れが あ りました。 その後1972年 に は十二使 徒定員

会 の会 員 であ ったエ ズラ ・タフ ト ・ベ ンソン長老 が， また

1973年 に は当時十 二使 徒定 貝会会 長で あ ったスペ ンサー ・

W・ キ ンボー ル大 管長 が南 アフ リカを訪 れ てい ます。 キ ン

ボ ール大 管長 は ヨハ ネスバ ーグ に滞在 中， すで に南 ア フ リ

カ におけ る教会 の 中心 になってい たその地 を， 再奉献 して

います。

教会を強める

こうした教会幹部の訪問によって，会員 たちは勇気づけ

られ，教会 も急速な発展 を見せ ました。 その結果，1978年



には， ヨハネスバーグで初めての南アフリカ地域総大会が

開かれています。キンボール大管長 も，ほかの数人の教会

指導者 と共にこの大会 に出席 しています。南 アフリカの地

に，同時にふた り以上の教会幹部が訪問 したのは初めての

ことでした。当時は，国中の教会員の家族が，この特別な

集会に出席するために，何カ月も前から準備 を進めたもの

です。

ヘファー兄弟 はこう言っています。「教会の成長に伴 い，

自国の宣教師が大勢召されるようにな りました。 また帰還

宣教師たちはステーキ部長会や扶助協会会長会で， あるい

は監督会 などで責任 を受けて活躍中です。 このように，教

会は全体的にその力 を増 し加 えています。」

南アフリカの聖徒たちにとり画期的な出来事 となったの

は，1985年 の8月 に，南アフ リカヨハネスバーグ神殿が献

堂されたことです。多くの聖徒 たちにとって，神殿 は生活

の一部 となりました。彼 らは定期的 に神殿 に参入 し，誓約

に忠実 に生活 しています。 また神殿で働 きながら，神殿の

重要性 についてより深く学んでいる人々 もいます。

現在神殿の書記をしている会員歴29年 のシルビア ・」 ・

ミルン姉妹は，一緒 に働 いている多くの人々の思いを代表

して，こう語 っています。「主の宮居で働けることはすばら

しい特権 です。死者のための業に携わっている人々には，

同じ仲問の役 に立ちたいというすばらしい精神がみなぎっ

ています。」

主の愛の確かな証である新 しい神殿を前に，南 アフリカ

の聖徒 たちは，1855年12月 ，南アフリカを去るにあたり自

分の伝道の業 を評価 して語 ったジェシー ・ヘイブンの言葉

を思い起こしながら，心穏やかに将来への展望 を広げるこ

とができるのではないでしょうか。彼はこう語 っています。

「主は私たちを祝福 してくださったと思 います。この地に，

良き業の基が置かれ，`種がまかれたのです。」その種は今や

立派に根を張 り，大 きく生長し，すばらしい実 を結びつつ

あ ります。 □

*マ ー ジョリー ・E・ ウッズ ：フ リーランスの作家。 ヨハ

ネスバーグの系図図書館分館副主任。南 アフリカサントン

ステーキ部サン トン第1ワ ー ド部会員
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灘 、

国 際 国 家

そな

地勢的に見 ると，南 アフリカはある種 の雄大さを具え

ている。国の南端 ではイン ド洋 と大西洋がぶつか り合い，

内陸部のカルー大高原からは， どの方向に目を向けても

ほとんどさえぎられることなく地平線 を見渡すことがで

きる。北西部のカラハリゲムズボック国立公園や北東部

のクルーガー国立公園に行くと，アフ リカ特有の野生動

物を見 ることができる。国家発祥 の地であり立法上の首

都 でもある歴史的な町 ケープタクンと，活気あふれる「金

の町」 ヨハネスバーグは，世界の大都市と肩を並べても

ひけをとらない。

長い黒人の歴史を持つ国際国家南アフリカは，早くも

15世紀 にはヨーロッパ人の影響 を受けている。1488年 ，

ポル トガル人の航海者バーソロミュー ・ディアスは，現

在 のケープタウンの東400キ ロほどのモセルベイで陸地

を確認 している。それから200年 後，その岬にオランダの

東インド会社が，商船のための停泊地 を作 っている。そ

の後おもにフランス， ドイツ，イギリスからの移住者が

押 し寄せ，その地の発展に大 いに寄与 している。

オランダの東インド会社の働 きにあわせ，多くのオラ

ンダ人が南アフリカに送 り込 まれている。彼 らの子孫は

ドイツ人やフランス人の移住者と共 に，今 日のアフリカ

ーナ(ア フリカ生 まれの白人)の 大半 を構成 している。

彼 らは独 自の言語， アフリカーンス語 を話す。南アフ リ

カの白人人口の約60パ ーセン トが彼 らで，残 りの40パ ー

セントはおもに英語 を話す。彼 らはイギリス統治下 また

それ以前の時代 に大英帝国から移住 して来た人々の子孫

である。そして，今 もイギ リスから，の移住 は続いている。
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教
会員 に最 もよく知 られている聖句をあげるとすれば，
せいさん

聖餐の祈 りが載っているモロナイ書第4章3節 ， 第5章

2節 ，教義 と聖約第20章77，79節 で はないで しょうか。1週 間

の間，私 た ちはほか に もい ろいろな聖句 に接 しますが， こ

れ らの聖 句 は毎週 日曜 日，欠 か さず耳 に します。教 会統合

化 プログ ラムが実施 され るよう にな る まで，私 た ちは 日曜

日に2度 ， すなわ ち 日曜 学校 の開会行事 と聖餐 式の両方 で

これ らの聖句 を耳 に して きま した。私 の場合 ，すで に3，300

回以上も聞いてきたことにな ります。

聖餐の祈 りは，主の啓示 によって，一っ一つの言葉遣い

が定 められた数少ない祈 りです。主がご自分 の民 に，これ

らの神聖な言葉に定期的 に深く思 いを寄せるよう望 んでお

られることがはっきりとわかります。 しか し，私 たちは言

葉の裏にある真の意味にあまり心 を向けずに，耳を傾けて

いる場合が多いようです。
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聖餐 の祈 りの言葉 の分析

私は，一行ごとに意味 を考え，重要な語句 に注意を向け，

一句一句祈 りの言葉を味 わうことによって，霊的な恵みを

たくさん受けてきました。これは私だけでなく，聖餐式で

礼拝する皆さんにもきっと役立つでしょう。

4.「 永遠の父なる神よ」

聖餐の祈 りはどちらもこの言葉で始 まっています。しか

も， どちらの祈 りでも神 という呼び名が2度 も繰 り返され，

そのたびに神が永遠の御父であることを私たちに思 い起 こ

させてくれています。私 は確 かに救 い主が払われた大いな

る犠牲に思いをはせ るのですが，父なる神 ご自身も，ひど

く心 を痛め，照いの犠牲の苦 しみを共にされたことをしば

しば見過ごしにしていました。御父は御子がその苦 しみを

味わうことがないようにすることもできたはずでした。 メ

ルビン ・」 ・バラー ド長老 は，御子の苦 しみをごらんにな

っていた御父の苦悩 について次のように述べています。

「神 は園において，主が大いなる苦痛 と悲 しみの内に叫ば

れるのをお聞きになった。そのとき，主はあらゆる毛の穴

から血の汗をしたたらせたと言われている。 そして主はこ

う叫ばれた。『父 よ，みこころならば， どうぞ，この杯 をわ

たしから取 りのけてください。』(ル カ22：42)

私は尋ねたい。子供がこの世 で希望 を失 い，何の助けも

得 られずに泣き叫んでいるのを見て，何 もしないでいられ

る親がいるだろうか。…一

このとき天父が幕のかなたでこの死との格闘の様子をも

うこれ以上耐 えられないというところまでじっと見守って

おられたことが，私 にはわかる。 そして死に行 く息子に別

れを告 げ，最後の苦悶の様子を見ないですむようにと部屋

から連れ出されたあの母親のように，天父 もその偉大な心

を御子への愛で張 り裂けんばか りにして頭を垂れ，宇宙の

一角に姿を隠された。その瞬間にも御父は御子を救えたと

いうのに。私は私たちをお見捨てにならなかったことを天

父に感謝 し，天父を賛美 したい。天父が心に抱いておられ

たのは御子への愛だけではない。私たちをも天父は愛して

おられたのである。」(「聖徒の道」1976年6月 号，pp253-54〉

これ らのことを考 えると，聖餐の祈 りが私たちに，神 は

父であり，その父の犠牲 も賄いに欠かせないものであった

ことを思い起こさせてくれるのは，当然のことかもしれま

せん。

2.「 われら……願いたてまつる」

われら願いたてまつるとあるように，聖餐 は本来 ひとり

だけで受 けるものでなく，教会員が共 に分かち合 うもので

聖徒 の道/1987年5月 号

λ

す。私 た ちは， 同 じバプ テスマの誓約 を交 わ した兄弟姉妹

と共 に，聖 餐 にあず か ります。私 た ちはみ な悔 い改 めを し，

戒 め に添 った生 活 をする という決 意 をす る必要 が あるので

す。聖餐 にあずか る というのは，正 式なか たち を通 して，

聖徒 としての交 わ りを深 めて いくこ となのです。

デビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大管長 は， この絆 につ いて次 の

ように述 べて い ます。
ロ

rイ ェ ス ・キ リス トの教 会 が設立 され た初期 の ころ
， 教会

員 た ちはた びたび夜 明 けに集合 し， 兄弟 愛の絆 と一致の精

神 をもって この聖餐 にあずか った と言 われて いる。 これ ま

で も常 に，聖 餐 の場 には兄 弟愛 の精 神 が伴 って きた。

私 たちは キ リス トによ って結 ばれ た兄 弟 として，同等 の

立場 で集 い，相手 に対 し， またお互 いに対 し信頼 を表 わす

のであ る。」(「イ ンプルー ブメ ン ト ・エ ラ」1953年1月 号 ，

pp.13-14)

聖 餐 か らよ り豊 か な喜 び を得 る には，聖徒 同士 が互 いに

和解 しなけれ ばな らない と教 えて いる聖 句 はほか にもた く
なんび と とが やわら

さん あ ります。「何 人 にて もあれ， も し罪筈 あらば和 ぎを得
あずか

る まで これ に与 らしむる ことなかれ。」(教 義 と聖約46：4。

1コ リン ト10：21;III二 一 フ ァイ18：28-29;教 義 と聖約

20：68-69も 参 照 の こ と〉私 たち は皆 同 じよう に，主 のみ

た まと赦 しを受 け る必要 が あ ります。したがって，「われ ら」

は それ らを主 に 「願 い たて まつ る」 ので す。

み な

3.「 御子イエス ・キリストの御名によりて」

父祖アダムが最初 に犠牲を捧げて以来，私たちはすべて

のことを御子のみ名 によってとり行なうよう指示 されてき
ゆえ なん じ

ました。 天使 は こうアダム に教 えて い ます。「この故 に，汝
な

の為 すすべてを御子の御名 によりて為せ。また汝悔い改め

て今 よりいつ まで も御子の御名 によ りて神 を呼ぶべ し。」

(モーセ5：8)

私 たちはなぜ御子のみ名によって祈 るのでしょうか。そ

れは，御子が御父と私たちの間をとりなす仲保者だからで

す。私は聖餐を受 けるときに， よく私たちのために御父に

嘆願 してくださったキ リス トの言葉を思い起 こします。
よろこ こうむ

「父よ，汝の悦びたまいし罪を犯 さざりし者の蒙 る苦しみ

と死とを見 そなわせたまえ。汝の子の流せる血，すなわち
あがめ

汝の崇 め られ んがた めに与 えた まい し， 汝 の子 の血 を見 そ

なわせ た まえ。

この故 に父 よ。わ が名 を信 ず るわ が兄 弟 らを赦 したま え。

か くて 彼 らを して われ に来 りて永建 の生命 を得 しめ た ま

え。」(教 義 と聖約45：4-5)

こ れ らの言葉 は，「御 子の 御名 によ り，」捧 げ られ る聖餐 の
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祈 りを， よ り深 く理 解 させて くれ ます。

4.「 このパン(水)を いただくすべての人々」のために「こ

のパン(水)を 祝いきよめたまえ」

パンは，私たちに御子の体 を思 い起 こさせてくれます。

パンをいただくとき，私は主の味わわれた肉体の苦痛，す

なわちむち打たれた背の痛 みやひたいのとげの刺 し傷など

を思い起 こします。また救 い主 はゴルゴダまでのほこりっ

ぽい道 を十字架を引きず りながら進まれましたが，その十

字架の重みも思い浮かんできます。さらに，手首を刺 し貫

き，所定の場所に十字架が打ち立て られた ときに肉までも

引き裂いた釘，苦痛にもがく犠牲者を容赦なく痛めつける
たつけい

あの残酷な傑刑が頭に浮かんできます。そして最後に， こ

れ らの苦痛を主がすべてみずからの意志で受けられたこと

と，贈い主も，御父 も，いつでもそれをやめさせる力を持

っておられたのだということが思い出されます。

水は，私たちに御子の流された血を思い起こさせてくれます。

聖餐のカップに入った水を飲むとき，私たちの罪を担って

くださった主の精神的な苦痛が思い出され ます。さらにあ

のあらゆる毛穴か ら血がしたたったゲツセマネのことが思
あわ

い出 され ます。 主 の苦悩 と憐 れ みはそれ ほ どまで に深 い も

のだ ったのです。(モーサ ヤ3：7;ル カ22：44;教 義 と聖

約19：16-19参 照)

パ ンは，私 た ちの心 の ため に， すなわ ち霊 を養 うため に

祝 い きよめ られ るのです。私 た ちはみ な，毎週 毎週霊 的 な

力 を弱 めるよ うな過 ち を犯 して しまい ます。 しか し， 自分

自身 を再 び神 にゆだね よう と心 か ら願 い，義 に飢 え乾 いた

状 態で聖餐 を受 けるな ら，私 た ちは再 び霊 的な力 で満 た さ

れ るの です。 メル ビン ・J・ バ ラー ド長老 は次 のよ うに証

して います。

「私 は聖餐 を執 行 して いる ときにみた まが くだ り
， 頭の て

っぺん か ら足の先 まで温 ま るの を この体 で感 じる ことが あ
いや

る。 あなた方 は霊 の傷 が癒 され，重 荷 が軽 くされる ことを

感 じる。」(「聖徒 の道」1983年7月 号，p.23)

確 か に， パ ンと水 は， ふ さわ しい状態 で それ にあず かる

人々 の霊 を養 って くれ ます。パ ンと水 は，.その ため に祝 い

きよめ られ るのです。

5.「 御子のからだ(皿)の 記念にこれをいただくよう」

私たちは聖餐を 「記念」としていただきます。 このこと

から，聖餐は願いの再現ではなく，あくまでも 「記念」で

あることがわかりまず。多くの人々が信 じているように，

順いの象徴が不思議 な方法で血 と肉に変わるのではありま
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せん。 この簡潔な教義 をめぐって，何千人 もの人々が迫害

され，命 を奪われてきました。啓示を通 して与えられた聖

餐の祈 りにより， この教義が明確 に打ち出されていること

に深 く感謝 したいと思います。これらの象徴は，主の肉と

血 を表わしています。ですから私 たちはそれらを 「記念」

するのです。

6.「 喜 び て… …永遠 の父 なる神 の御前 に証明 し……」

しか し私 た ちは，過 去 の ことをただ記念 す るため だけに

集 うので はあ りません。現在 の こ と，将来 の こ とに対 して

決 意 をす るた めに， す なわち信仰 の証 をたて るため に集 う

のです。 では，信仰 の証 をた てる とは どういう ことで しょ

うか。 ロバー ト ・ボル トは 「いか なる時 も」 とい う劇 の中

で，登 場 人物 トーマ ス・モア に 「宣 誓」 とは，「神 に語 りか

ける言葉」と定義 させて い ます。(ニ ュー ヨーク ：ヴ ィンテ

ー ジ ・ブ ックス
，1962年 ，p.81)

信 仰 の証 をたて るこ と，す なわ ち厳 粛 な態度 で神 に語 り

かけ るのは非常 に重大 な ことです。 これ をいい加 減 な気持



ちですると，私たちは自分 自身の心の中でする決意 も含め

て，いかなる約束をする力 もまたそれを果たす力 も失って

しまいます。

パンの祝福の祈 りの中で，私 たちはさらに 「喜びて」 と

いう言葉を使います。 この力強い言葉について考 えてみま

しょう。何かを喜んでするということは， みずから進んで

快 く，従順に， そして真心 を尽 くしてするということです。

私はみずからの自由意志でこのことを約束 し，心か ら喜ん

で実行 しています。

7.「 御子の御名を受け，御子を常に忘れず，またその下 し
いましめ

た まえる誠命 を守る こと」

パ ンの祝福 の祈 りの中で，私 た ちは 自分 自身 に御 子のみ

名 を引 き受 ける という決 意 を します。私 たち はこの誓約 を，

はじめバプ テスマ の ときに交 わ します。(教義 と聖約20：37

参 照)キ リス トの み名 を身 に受 け られ ると は，何 とす ば ら

しい特権 で あ り，信頼 で しょうか。

ジ ョー ジ ・アル バー ト ・ス ミス大管 長 はか つて， 霊界 で
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祖 父 の ジ ョー ジ ・A・ ス ミスに会 った夢 を見 た ことがあ り

ました。 ジ ョー ジ ・A・ ス ミス は，教会 の使徒 を務 めた立

派 な人 で した。 彼 は孫 に こう尋 ね ま した。「私 の名 前 であな

た がこれ まで何 をして きた かを知 りた いの だが。」

ス ミス大管長 は自分 の全 生涯 を足速 に振 り返 ると， 笑顔

を見 せて祖 父 にこう言 ったのです。「あ なたの名 前 に恥 じる

ような ことは何 も しませ んで した。」
　

する とジ ョー ジ ・A・ ス ミスは進 み出 て， 孫 をその両 腕

に抱 き締 め ました。「そ して その とき，私 は この世 への意識

を取 り戻 したので す。私 は，何 ら恥 じるこ とな くそ う答 え

る ことがで きたこ とに対 し感 謝 の涙 で枕 をぬ ら しました。」

(「イ ンプル ーブ メン ト ・エ ラ」1947年3月 号，p。139)

まず バ プテ スマを通 して， それか ら毎週 の聖 餐会 で キ リ

ス トの御名 を身 に受 けてい る私 たち も，主 に抱 かれ るにふ

さわ しい人々 と言 えるか もしれ ません。 しかし私 た ちは何

よ りもまず，主 のみ名 によ って何 をして きたかを報 告 しな

けれ ばな りませ ん。私 たち に救 い を得 させ てくれ るのは，

天 が下 に この み名 しかないの です。

で は，御 子 を常 に忘、れな いため には どうすれば よいので

しょうか。安息 日が いか に霊感 あ ふれ るもので あった とし

て も， 月曜 日の朝 になれば， たち まち世 の わず らいが私 た

ち の上 にの しかか って きます。 主が私 た ちに毎 週聖餐 にあ

ず かる よう望 んで お られ るのは，「忘 れ る」とい う人 間の性

癖 を主 が よ く承知 してお られ るか らで はないで し ょうか。

もち ろん，私 た ちは頭 の中で腰 い以外 に も様 々 な ことを

考 え ます。 しか し，私 たちは心の 中に主 を思 い起 こす必要

が あ ります。 主の律法 は私 た ちの頭 の 中にだ けでな く，「心

の板 に」(IIコ リ ン ト3：3)書 き留 め られね ばな らな いも

の だか らです。

8.「 かくして御子の 『みたま』常に一同と共にましますよ

う」

私たちが，御子を 「常に」忘れないという誓約を守 るな

らば，主は代わ りに，「常 に」みたまを注いでくださると約

束 しておられます。何 とすばらしい天からの贈 り物ではな

いでしょうか。生活の中にみたまを感 じられなくなったよ

うなとき，あるいは救 い主が十字架上で 「わが神，わが神，

どうしてわたしをお見捨てになったのですか」(マタイ27：

46)と 叫ばれたときのことを書いた聖句を読むとき，私た

ちはみたまを受けることがいかに重要かということがわか

ります。

この聖 きみたまは，記憶 の助け手として(ヨ ハネ14126

参照)，私たちがその導 きを受けるための条件を満 たし，常
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に忘れることがないように助けを与えてくれます。天の摂

理には，すばらしい霊的な相乗作用があ ります。すなわち，

正 しいことをしようとすればするほど， それができるよう

に祝福 され，持てば持つほど与 えられるのです。また思 い

起 こそうとすればするほど，主 は私 たちが 「ことごとく思

い起」 こせるようにしてくださるのです。(ヨ ハネ14：26)

私たちは，主の戒めを守ることによって主のみ名 を尊 び，

主を心 に留 めることができます。では，その戒めとはどの

ようなものでしょうか。 まず浮かんでくるのが神殿推薦状

を受けるときに尋ねられる質問です。 しか しそれ以上に大

切な，はっきりと返答 しなければならない質問があるので

す。それは，「力を尽 くし，思いを尽 くして真心から神 と人

を愛 しているだろうか」 という質問です。イエスはこのよ

うに言われました。「わた しを愛するならば，わたしの言葉

を守るであろう。」(ヨ ハネ14：23)

9.「 ア ーメ ン」

これ は， 厳粛 な証 印 の言葉 です。 この言葉 を，共 に声 を

出 して言 うことに よ り，信 者 と して の一 致が もた らされ ま

す。聖餐 の すば らしい祈 りの言葉 に注意 深 く耳 を傾 けたあ

とで，私 た ちは同意 を表 わす正 式な しる しとして この言葉

を使 い ます。

聖餐 にあ ずかる ことは， 聖徒 同士 の交 わ りだけで な く，

主 ご 自身 との交 わ りを も深 める ことになるの です。 主 は近

代 の啓示 の 中で，義 人 た ちの大 いな る集 い について予言 し

て お られ ます。 その集 い において，主 はみ ずか ら再 び聖 餐

にあずか ると書 かれて い ます。 そ こに集 う人々 の中 には，

モ ロナイ， エライヤ ス， バプ テス マの ヨハ ネ， エ ライ ジャ，

エ ジプ トに売 られた ヨセ フ， ヤ コブ， イサ ク， アブ ラハム，

アダム， ペ テロ， ヤ コブ， ヨハネ， そ して 「わが父 が この

世 の中 よ りわれに与 えた まい しすべ ての人々」(教義 と聖約

27：5-14)が い ます。私 たち もこれ ら祝福 された忠実 な
　

人 々の中 に数 え られ る よう， ふ さわ しい状態 で聖 餐 にあず

か りた いものです。 そ うすれ ば，私 たちは そのみ名 を尊 ん

で きた御 父 のみ腕 に再 び喜 んで迎 え入 れ られる ことで しょ

う。□

*ジ ョン ・S・ タ ナー ：ブ リガム ・ヤ ング大学 英語学助教

授，BYU第111ワ ー ド部 監督

話 し合いのため に
「聖餐の祈 りについて思 うこと」を個人あるいは家族で読

ヒ

んでから，以下の質問や概念 について考 えてみましょう。

1.聖 餐式の礼拝に欠かせない親交の絆はどのようにした
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ら深 め られる だろうか。

聖餐 は私 たち に，・なぜ御子 の愛 だ けで な く御父 の愛 を

も思 い起 こさせて くれ るのだ ろうか。

どの ように した ら もっとよ く主 のみ名 を引 き受 ける こ

とがで きるだ ろうか。

4.聖 餐 にあずかる人々に約束 されている祝福を受けるに

は， どんなことをしなければならないだろうか。

5.聖 餐の祈 りの間に交わす誓約 と，それらを守るときに

天父がかなえてくださる約束 を思い返 し，次の日曜 日

に受ける聖餐 に備えなさい。 また聖餐の儀式の間，そ

れ らの誓約に思いをめぐらしなさい。
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彼女の誕生は，
悲劇ではなく祝福となりました

貰

c

デ ブラ ・八 ギンズ ・ベ アー ド

「赤 薯濃 鷹 藁甥 身ぎ課 ま蜘 医

私は医者の言葉を受けた夫のランディーを見て，お腹の

子供が，かなり悪い状態にあることがわか りました。

頭に水のたまる病気 「脳水腫」というのが医者の診断で

した。 この病気 による脳の損傷の程度は， いつからそうし

た状態になったかによって違 ってくるのです。医者は今 ま

での検査では頭部肥大は認められていないので， それほど

前からではないと断言してくれ ました。 しかし取 るべき方

法はただひとつ，緊急に帝王切開をすることでした。

医者 は単調な低い声で話 を続けました。まずこの帝王切

開には 「相当の危険」が伴 うということ，そして私のよう

なケースでは，母体 を救うために子供を犠牲にすることも

あるという話で した。

夫のランディーは，私 とお腹の子供に祝福 を授 けてくれ

ました。彼 は1カ 月ちょっと前 に長老 になったばかりで(私

たちは2週 間前に神殿で結び固められたばかりでした)，彼

にとってはこれが神権 を行使 する初 めての機会 となりまし

た。私 は神権 を行使するにふさわしい者 になろうと懸命 に

努力している夫に対 し新たな感謝の気持 ちを持 ってその祝

福を受 けました。祝福 を受 けたあと，私 は間 もなく安 らか

な気持 ちにな り，子供 も自分 も助かるという確信 を得たの

です。

「私 は罪悪感に襲われ ました」

私は手術室に運 ばれていくところまではかすかに覚 えて

いるのですが， そのあとのことはまったく覚えていません。

次に私の耳に聞 こえてきたのは，遠 くで泣いている赤 ちゃ

んの声でした。「女の子ですよ。会 いたいでしょ。」看護婦

が声をかけてくれました。

私は固く目をつぶってしまいました。突然，恐ろしくて

とて も赤 ちゃんの顔など見 られないという気持ちに襲われ

たのです。事の成 り行 きに自分 を適応させることができず，

ろうばいしてしまったからです。だまって赤 ちゃんを連 れ

ていってもらった私 はほっとすると同時に，ひどい罪悪感

に襲われ ました。

夜中の1時 半ごろ，私は突然 目を覚ましました。病室は

暗 く，窓から差 し込む満月の明か りだけがあたりを照らレ

ていました。私 は看護婦を呼 び，焼 きつくような痛みを何

とかしてくれるように頼みました。それから，子供 に会 わ

せてほしいと頼みました。看護婦 に連れて来られた我が子

を見て，私が最初 に思ったのは，「アンジェラにそっくり」

ということで した。私たちの長女のアンジェラに実 によく

似ていたのです。頭 は少 し大きくなっていましたが，私 に

はとて もかわいらしく見えました。

看護婦が赤ちゃんを連れていったあとも，私はベッ ドの

上でしばらく起 きていました。頭 はぽんや りとしていまし

たが，ずきずきと痛む心の中を様々な思いが駆けめぐりま

した。「父よ，お願 いです。 どうか私 の赤ちゃんを助 けてく

ださい。」私は主にそう嘆願 しました。

その晩，私は泣きながら長い眠れぬ夜を過ごしました。

気がつくと，暗やみは薄れ，窓越 しに朝の光がもれ始めて

いました。

「脳がない」

その 日， ランディーと私 は朝からずっと，神経外科医が

私 たちの子供の検査結果 を持ってくるのを待っていました。

夜の10時 半 になってようや くやって来た神経外科医は，沈

痛 な面持 ちでこう切 り出しました。
「お宅のお嬢さんには，通常の生活は望めません。」そして

きっぱりとこう言いました。「脳がないんです。J

そのときの私たちの気持ちを言葉に表わすことはできま

せん。私 は，夫のランディーと私の苦痛に気づかないかの

ように淡々 と話 し続ける医師の言葉に，ただぼう然 とする

だけでした。
「脳が形成 されていないんです。生命維持 に最低必要な脳
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みても，彼女は血相 を変 え荒々しく金切 り声 をたてるだけ

で した。周囲の物音が何 を意味するのかを判断できない彼

女にとって，それらはただ恐怖で しかなかったのです。

「どうすれ ばいいのだろう』

こうして，私 たちにとってつらい夏が始 まりました。ア

ビー ・ルースは来る日も来る日も， ひと晩中起きたまま，

私 もランディーも気が変 になるのではないかと思 うほど泣

き続けたのです。朝方の5時 ，6時 まで泣き続け，それか

らやっと寝入 るという日が幾 日も続 きました。 しかも寝入

ったあとも，10時 半か11時 にはどうしても様子を見に行か

なければならないのです。死んでしまったらどうしよう。

どうすればいいのだろう。 そんな思いとともに， そうした

状況にどう対処 するかが， ほかのふたりの娘に大きな影響

を与えることを私 は十分 に承知 していました。 しかしもう

その重圧 にも耐 えられないところまできていました。

そしてついに，私 は完全 にダウンするのも時間の問題 と

いうところまできて しまいました。9月 の終わ り近 くにな

って，私たちは何 らかの助けが得 られればと，障害者のた

ための州立訓練学校 で指導的な立場 にある人と会 う約束 を

しました。

州立のその学校の職員たちは非常によく理解を示 してく

れました。私たちはやっと， 自分たちが味わってきた苦労

を本当にわかってくれる人々に出会 ったのです。学校側 は，

私たちが休息を取れるよう，彼女 を一週間預かることを申

し出てくれました。

しかしその週末 には，再 び同じことが繰 り返 され始めま

した。彼女は昼夜を分かたず泣 き続けるのです。私たちは

ゆりかごのそばに立って，あるいは彼女 を抱 きなが ら一緒

になって泣きあかすこともしばしばでした。「何ていう生活

かしら。」私 は自分 の無力さを感 じながら，いつ終 わるとも

知れない状況にそうつぶやかざるを得 ませんでした。上 の

ふたりの娘たちは親に注意を向けてもらえないことにい ら

立ち始 め，私たち夫婦の間にもその影響 が出始 めていまし

た。
9

悲 しみのあまり天父にすが りました。天父はすべてをご存

じのはずで したが，私 はある晩遅 く，すべての思いを天父

に話 しました。今 までにない長 い，熱烈な祈 りとな りまし

た。やっと祈 りを終え，精力 を使い果 たした私はベッ ドに

入 り，枕 によりかかって暗やみを見つめていました。

私が答 えを受 けたのはそのときです。実 に明確なわかり

やすい方法で答 えが与えられました。私は心の痛みが和 ら

げ られ，穏 やかな気持 ちにな りました。そして，ア ビー ・

ルースを訓練学校に預 けるべきであること，彼女のことは

心配する必要がないこと，私 たちがその学校 に彼女 を預 け

ることにした理由を彼女がきっとわかってくれることなど

に対 して，強い確信 を得 たのです。

同じような状況にあっても，私たちとはまた違 った別の

導 きを受ける人もいることでしょう。 しか しはっきりと言

えることは，私 たちの得た答えが天父から与えられたもの

であるということです。 また私たちには，天父が我が家 の

状況 をよくご存 じで，私たちがふさわしい行動 を取れるよ

う導 いてくださったという確信があるのです。

1980年11月1日 ，私たちはアビーを州立訓練学校 に預 け

ることにな りました。彼女をぎりぎりまで家 に置いていた

ことに対 して，私 たちは少 しも後悔 していません。なぜな

ら，そうすることによって，彼女が完全 に私たち家族の一

員 となれたからです。

アビーの誕生 に至るまでの様々な出来事 を振 り返 ってみ

ると，天父は私たちの試練をできるだけ負いやすいものに

してくださることがわか ります。現在私たちの所属するワ

ー ド部 には親切 なやさしい人々が大勢います。 また監督 も

すばらしい方です。監督は，福音 と誓約 とに私たちの心を

向けさせ，励 ましを与えてくれました。私 はこれらの数々

の祝福 に対する感謝の気持 ちを決 して忘れません。

天父の助けによって，私たちはアビーのことを，愛 と信

仰について学び，成長 していくための機会 を与 えてくれる

存在 と思えるようになりました。彼女は，家族が永遠 に一

緒 になるための大 きな動機づけを私 たちに与えてくれたの

です。□

「私は答えを受 けま したJ

私たちはもうひとつ大きな決断を迫られることにな りま

した。 しかしそのことでランディーと私は意見が食 い違 っ

ていました。彼は，訓練学校 にアビーを預けることは，彼

女 を見捨てることになると言うのです。私の方は， そうす

ることが通常の生活 に戻 り，家族 として生活を続けていけ

る唯一の方法であると考えていました。彼女が求めている

24時 間の世話に応 じ続けることは，私 にとって不可能なこ
「、

とでした。

彼女に対する裏切 りの気持 ちにさいなまれながら，私 は

編集者から ：病名が無脳症 というアビー ・ルースは，ユタ

州 アメ リカンフォーク州立訓練学校で今なお健在である。

彼女は条件反射的に物音に反応を示すが，最近ではよほど

の ことがない限 り，物音に泣き声 を立てることはなくなっ

て きている。彼女は頭 を持 ち上げること以外， 自分 で体 を

動かすことはできない。彼女の場合，発達 した脳 はないが，

ほかの重要な器官は正常に機能 している。話 しかけられる

と笑 うこともある。ベアー ド夫妻 には， アビー ・ルースの

あと.ζ・たりの息子が生まれ， どちらも何の障害 もなく健康

に育 っている。
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れに
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戻 る
七十人第一定員会会員

パー トマ ン ・レクタ ー ・ジ ュニア

19
85年12月22日 付けの 「チャーチニューズ」で，大管

長会 は教会から遠ざかっている人々，また正会貝資

格剥奪 や破門などの処分 を受けているすべての人々に対 し

て，再 び教会の交わ りの中に戻るようにと，特別の呼びか

けをしました。 この呼びかけは，すべての教会員がさらに

大 きな喜びを味わうことができるようにとの願 いを込めて

出されたものです。なぜなら教会員が真の幸福 をつかむに

は，戒めを守る以外 に道がないからです。主はこう言われ

ました。「もしこれらのことがわかっていて，それを行 うな

ら，あなたがたはさいわいである。」(ヨ ハネ13117)

主は私たちすべての教会員に対 して，教会から遠ざかっ

ている人々に，その理由のいかんを問わず，助 けの手を差

し伸べるように望んでおられ ます。再活発化は，この神権

時代 も含めてあらゆる神権時代において，教会が直面 して

きた最 も重要な問題 のひとつです。モルモ ン経の三人の見

証者は，確 かに神の天使から版を見せ られ，見聞きしたこ

とを記録せよと命ずる神のみ声を聞きました。 しかし， こ

れほどの証 を強める経験 をしながら，3人 とも感情を害 し，

不満を抱いて教会 から離れていきました。それでも後 にな

ってふた りは教会へ戻 ってきました。最初 に組織された十

二使徒定貝会の会員 も，12人 の内7人 が背教 し，破門され

ています。後に3人 は再 び水のバプテスマを受 けて教会 に

戻 り， 活発 に な りま しが，4人 は戻 りませ んで した。

イエ スは昔 ，地上 で その使 命 を果 た し始 めた ころに も，

やは りこれ と同 じ問題 を心 にか けてお られ た ようです。 ル

カに よる福音書 第15章 の 中で， イエス は人 々が教会 か ら足

を遠 ざ け姿 を見せ な くな る3つ の原 因 をあげ，再 活発化 を

促 す方 法 を少 な くと も3つ 提案 してい ます。 それ が3つ の

たとえ話 のテー マです。(1)失 わ れ た羊(ル カ15：4-7)，
ほうとう

(2)失わ れ た銀 貨(ル カ15：8-10)，(3)放 蕩 息子(ル カ15：

11-32)

失われた羊

このたとえ話の羊がいなくなってしまったのは，おそら

く群れから迷い出てしまったからではないでしょうか。多

分 この羊には自分 から群れを離れようという気持ちはなか

ったと思 います。知 らず知 らずのうちに離れてしまい， 自

分が どの方向に進んでいるかに注意 しなかったのでしょう。

では失われた羊を群れに戻すにはどうしたらよいのでしょ

うか。あなたが自分から出ていって， そのような羊を見つ

けるのです。そして向きを転 じさせ，群れに連れ戻すので

す。多ぐの羊 は無事に群れに戻れたことを心から喜ぶでし

ょう。
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失われた銀貨

このたとえ話では，持 ち主 自身の不注意で銀貨が無 くな

っています。持 ち主はみずからの不注意で，お金を無 くし

たことに気づいたら，それが見つかるまで熱心 に捜さなけ

ればな りません。

末 日聖徒 のある若い父親の場合 を例 にあげましょう。彼

は最初の子供ができたことを知 り合いに伝 える場合 のアメ

リカの一般的な習慣にならって， たばこを一箱買い，その

1本 を監督に渡 しました。すると監督 はその父親の目の前

でたばこを引 きちぎり， くずかごに捨てました。

この思 いやりに欠けた行 ないに深 く傷っいた彼は，二度

と教会 には来なくなりました。 そして，その子供 も孫 も皆，

教会 とは無縁の世界で育て られたのです。

私 は，この監督 にも，彼が教会 に来 なくなったことに対

する責任 の一端があると思います。失われた 「銀貨」 を見

つけるまで捜 し求めるべきだったと思 います。もしその思

いや りに欠けた行 ないに対 してす ぐに謝罪をしていたら，

相手の父親 も教会に戻 り，前 よりも強い教会貝 になってい

たことで しょう。

このたとえ話は，ほかの人を傷 つけた場合 は，それを謝

罪するか，失われた 「銀貨」が見つかるまで捜し求める責

任があることを教えています。

ほ うとう

放蕩 息子

3番 目の話 に登場する若い息子は， みずから望んで群れ

を離れていきました。彼の場合 は， さ迷い出たのでもなく，

父親 の不注意で失われたのでもありません。彼は自分 で計

画して家を出たのです。説得 されてもすぐに戻 るようなこ

とはなかったでしょう。彼のような人の多くは，罪の結果

として大 きな苦 しみを身 に受 けるまで，群れの中に戻 るこ

とはありません。 このたとえ話の中で も，彼が家 に戻 ろう

と決心 したのは，苦 しんだ末に， 自分 がしたことの意味を

悟 り，「本心 に立ちかえ」ったときでした。

このような場合の私たちの責任 は，群れに戻ってくる人

を迎え入れる準備 をし，できるだけ彼 らが戻 りやすい状況

を作 っておき， 自分 が求められている場 に立っていること

です。ただし，最後の1コ ドラントを支払うまでは，悔 い
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改 めの祝 福 にあず かる ことはで きない と言 い立て て， 愛 の

かけ らも見 られ ない態度 で立 って い るようで はいけ ませ ん。

た とえ話 の中 の父親 は， 「まだ遠 く離 れて いたの に」彼 を

み とめ たと書 かれ て います。 金 の無 心 に帰 って きたの だろ

う と思 ったか も しれ ませ ん。 しか し父親 は走 り寄 り，首 を
せつぷん

抱いて接吻 したのです。息子を責めるような言葉 はひと言
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も発 しませんでした。私 たちは互いに愛を示 し合 うよう強
ゆる

く求められています。天父はその愛 を永遠の赦 しとして私

たちに非常に明確 に示 しておられ ます。主のみ腕 は1日 中

私 たちに向けて差 し伸べ られているのです。神 はこう約束
ひ

してお られ ます。「た といあな たが たの罪 は緋 のよ うで あ っ
くれない

て も， 雪 のよ うに白 くな るの だ。紅 の よ うに赤 くて も， 羊

聖徒 の道/198ア 年5月 号

の毛 の ようにな るの だ。」(イ ぜヤ1：18)

忠 実 な兄 に語 った「わた しの もの は全部 あ なたの もの だ」

とい う父親 の言葉 を見 て，弟 よ りも兄 の方 がず っとよい状

態 にあ った と考 える人 もいる ことで しょう。 しか し，兄 の

態度 は思 いや りの ある もの とは言 え ませ ん。 愛が なければ，

私 た ちは 「空 しい者」なの です。(モ ロナイ7：46参 照)主

が この たとえ話 をされた のは，兄 と弟 の優劣 を示 すためで

はない と思 い ます。 、こ・た りとも足 りな いとこ ろが た くさん

あ ります。 この たと え話 の主 眼点 は， 御父 の慈愛 を示 す こ

とだ ったのでは ないで し ょうか。神 の愛 がなけれ ば，私 た

ちは皆 失 われた者 とな って しまうのです。

私 はル カが記録 した この物語 が， ここで終 わ って しまっ

た とは信 じた くあ りませ ん。私 が望 んで いる結 果 は こうで

す。兄 が父 に次 の ように言 います。「父 よ，もう一 度あ なた

の財 産 を分 け， 弟 に その取 り分 を与 えて くだ さい。」 そ し

て，父親 が こ う答 えるのです。「わが子 よ，今度 はあなたの

ため にもう1匹 子羊 をほ、言・ろ う。 あな た も生 き返 ったの だ

か ら。」

最も大切なもの

そうです，「キリス トの純粋 な愛」こそ最 も大切なので
う

す。 それ は 「いつ まで も消 え失せ る ことが な く」， 「永遠 に

つず くものであ る。従 って終 りの 日に このよ うな愛 を持 っ

て い る人 はさいわ いであ る。」(モ ロナイ7：46，47)

私 た ちが示 せ る最高 の愛 は，兄弟姉 妹へ の裁 きを慎 む こ

とです。 そ うして初 めて，彼 らに手 を差 し伸 べ，教会 の交

わ りの中 に連 れ戻 す ことがで きるのです。

ヤ コブの次 の言葉 を心 に留 めて くだ さい。「わ た しの兄弟

たち よ。 あなたが たの うち， 真理 の道 か ら踏 み迷 う者 があ

り， だれ かが彼 を引 きも どす なら， か よう に罪人 を迷 いの

道 か ら引 き もどす人 は， その たま しいを死 か ら救 い出 し，

かつ， 多くの罪 をおお う もので ある ことを，知 るべ きで あ

る。」(ヤ コブ5・ ：19-20)

多 く の罪がお おわれ る と書 かれて いますが， その中 には

私 た ち自身の罪 も含 まれ てい ます。私 たち は終 わ りの 日に

そ こか ら祝福 を得 る ことがで きるので す。 □
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「こ んな こと宣教師訓練セ ンターで はひと言 も聞かな
かったわ。」私 はこごえた重い足を引きずって，同僚

と一緒にデュッセル ドルフ(西 ドイツ西部の都市)の 薄暗い

路地裏を歩きなが ら， そのことばかり考えていました。

宣教師訓練 センターを出てから， まだ1週 間もたってい

ないときでした。文法，単語， レッスンプラン，聖典 を学

び，みたまの力を日増しに強く感 じながら過 ごした訓練セ

ンターでの2カ 月は，緊張感 と喜びに満ちたすばらしい日

日で した。私の耳の底には，伝道地で待ち受 けている大き

な喜びや，福音を受 け入れた人々がどう変わっていくかに

ついて語 ってくれた教師や教会幹部の話が残っていました。

その日私 はチラシ配 りをしながら， 自分の期待を裏切 ら

れたという気持ちでいっばいでした。福音 は人の生活を変

えると言 いますが，私の伝道によって，生活が変わった人

といえば，結局私 自身 しかいないのです。 しか もその変

化は，ア リゾナの穏やかな陽光の世界から冬の ドイツヘ，

また以前の自由な生活から疲労困ぱいするまで体を使う厳

しい規則ずくめの生活へという変化 だったのです。

聞 く耳 を持たない人々に来る日も来る日も話 しかけてい

く生活の中に，一体 どんな喜びがあるのだろうか，真理を

伝えるとは言っても，まともに話 もしないうちに ドアを閉

ざしてしまう人々の生活 をどうして変えることができるの

だろうかと，私 には理解できないことばか りでした。中で

も特に強く思 っていたのが，約束のみたまは一体 どこに行

ってしまったのだろうかということでした。アルマやサウ

ルの心 を和 らげ，正 しい人々に正 しい言葉 を伝えるように

アンモン，アロンなどの宣教師を導き， アビナダイやレー

マン人サムエルに迫害や反対にめげず前進 していく説得力

と民への愛を授 けたあの約束のみたまは存在するのだろう

かと，私 は納得できない気持ちでいっぱいでした。

私 はその地の人々が好 きになれませんで したし，伝道 そ

のものにも喜びは見いだせませんでした。そして励まし力

づけてくれるみたまを感 じることもできませんで した。

私は涙 をこらえて とぼとぼ と歩 きながら，少 しの間でも

苦 しみを忘れたいと，故郷のア リゾナに思いをはせてみま

した。絶望 と混乱 のそのときに，私の脳裏にひとつの情景

がありあ りと浮かびました。それは父 と母がベッ ドのわき

にひざまずいて頭をたれ，熱心 に祈っている姿で した。ふ

た りは 「神 よ，私 たちの娘を祝福 し，気落ちすることのな

いように守 りを与え，神 の道 を歩めるよう導いてください」

と私のために祈 っていました。

両親の姿が消 えると，今度 は100人 ほどの人が次から次

へと出てきました。その中には我が家の兄弟や妹，親戚，

友達， ワー ド部の会員などもいましたが，皆私のためにひ

ざまずいて祈 ってくれていました。時計に目をやると，ア

リゾナでは夜明けを迎 えた時刻で した。そして私は， ちょ

うどその時刻 に，彼 らが私のために祈 ってくれているのだ

と悟 りました。彼 らの祈 りは確かに聞き届けられ，温かな

愛の心が，私の後 ろ向 きな気持ちをすべて消 し去ってくれ

ました。私 は故郷の人々と神 と自分をつなぐ力強い絆 を感

じました。

私は以前から求 めていたみたまの証 を通 して，伝道 は人

間の業ではなく，私たちに道 を示すために御子を遣わすほ
そな

どの愛 と知 恵を具 えてお られ る御 父 の み業 であ る ことを理

解 し ました。「わ たしはぶ どうの木， あ なたがた はその枝 で

ある。 も し人 がわ た しにつなが ってお り， またわた しがそ

の人 とつ なが って おれば， その人 は実 を豊 か に結 ぶ ように

なる。 わ た しか ら離 れて は， あなたが たは何 一 つで きない

か らであ る。」(ヨ ハネ15：5)

相 変 わ らず雪 は降 り続 き， ドア を開 けて迎 えて くれ る人

もい ませ ん。 で も毎週 届 く手 紙 の中 に書 かれ てい る 「あな

たの ことを祈 ってい ます」 という言葉 を読 む たび に，私 は

確信 を新 た にしてい ます。 それ は，人 々がす べての愛 の源
ささ

であるお方 に捧げる祈 りが，主のぶどう園で働 く僕たちに

恵みの露 として下 ってくることを理解 しているからです。
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きるのです。

多 くのイ ン ドの子供 同様， サ ン トシュ も3歳 の ときか ら

学校 に行 って います。 そ して17歳 になれば卒 業 します。 そ

れ までは学 問 とい う重 い荷 を背負 い続 けるのです。

サ ン トシュの1日 は，朝6時 前 に始 ま ります。家庭 教 師

の授 業 が1時 間 あるので， 急 いで出か け ます。私 立の キ リ

ス ト教系 の学校 では，1ク ラス40人 か ら70人 も の生徒 がい

るの で，4，5人 の ほかの生徒 と一緒 に， 家庭教 師 につい

て勉 強 する時間 は欠かせ な いもの になってい ます。

それ が終 わ る と家 に帰 って，学校 に行 く仕 度 を し， 世 の

中の移 り変 わ りに遅 れ を取 らない ように新 聞 を読 み， バス

に乗 って学校 に行 きます。 学校 では，数学 ，物理， 生物，

3種 類 の言語 な ど，8時 限の授業 を受 け ます。

サ ン トシュは，成績 上位 者 と認 め られた生徒 が集 まって

いる10組 に属 してい ます。 サ ン トシュはほか の生徒 に負 け

ないよう に， ク リケ ッ トやバ ド ミン トンな どの大好 きなス

ポー ツ もやめ なけれ ばな りませ んで した。 学校 で は成 績 の

順位 を決めるために，毎月の定期試験 と3カ 月ごとに行な

われる試験を受けなければなりません。

学校が終わ ったあとは宿題を済ませ，8時 の夕食 までの

少 しの問，好 きな本を読みます。9時 からはまた家庭教師

について，1時 間半勉強します。

学校の勉強が一 日の大半を占めていますが，サ ントシュ

は教会や聖典 の勉強のためにも時間を作 ります。「ぽくはと

ても強い証 を持 っています。 このことを天のお父様に感謝

しています。モルモン経，聖書，教義 と聖約，高価なる真

珠はそれぞれを補 い合 っている聖典で，神様の言葉が書か

れている本であることを知 っています」と，サン トシュは

証 しています。

このような証があり， そのうえ家族からの援助があるの

で， サン トシュは教会貝が少なくても立派にやっていける

のです。「ぼくは誘惑に打 ち勝つ力を身につけたいと思いま

す。ぼくはこの教会が大好 きです。この教会を離れること

なんて，考 えられません。」□
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イエヌは，

私たちど同じように生まれ，

成長されました。

また私たちど同じように
は

這 の， 歩 ぎ， 読 み書 まを覚 え，

祈 られ ま した。

私 はイ エス ・キ リス トとその生 涯 につ いて， 一般 に はあ

ま り知 られ ていな い数 多 くの事柄 を知 って い ます。 それ ら

は聖典 にこそ記 され ては いません が，聖 書 の正 典 にあ る確

かな事実 に基 づい て生 まれ た もの です。 これ らの原則 をパ

レスチナの社会 的，文化 的状況 に当て はめて考 える と， ど

んな意味 を含 んで いるかが 自然 と， は っき りと目に浮 か ん

で くるので す。

現世 での主 が どのよ うなお方 で あったか とい うこ とに話

題 を移 す前 に， まずパ ウ ロが残 したふたつ の記 述 を注 意深

く， よ く考 えなが ら読 んで み まし ょう。パ ウロ はイエ スに

ついて こう言 って います。「かえ って， おの れをむ な しうし

て僕 のか たちを と り， 人間の姿 にな られ た。 その有様 は人

と異 な らず， おのれ を低 くして， 死 に至 るまで， しか も十

字架 の死 に至 る まで従順 で あ られ た。」(ピ リピ2：7-8)

ま た，「キ リス トは，その肉 の生 活の時 に は，激 しい叫 び

と涙 とを もって……祈 と願 い とを ささげ， ……御 子 であ ら

れ たに もか かわ らず，さまざ まの苦 しみ によ って従順 を学 」

ばれたのです。(ヘ ブル5：7-8)

さ て，邪 悪 で卑 劣 な王 ヘ ロデが統治 して いた時代 のパ レ

スチナに思 いをはせ てみ まし ょう。 その ころは，皇帝 アウ

グス トが課税 を 目的 と して人 口調 査 を行 なってい ま した。

ヘロデは ユダヤ人 に敬意 を表 わす ため に，彼 らをそれぞれ

の故郷 に集 め， そ こぞ血族 関係 ごとに人数 を数 えま した。

このた め，共 にダ ビデの家系 だ った ヨセフ とマ リヤは，

ナザ レからダビデの町であるベツレヘムまで129キ ロの道

のりを旅 しました。マリヤは身重 の体でした。友人や家族

を連れ立 っての旅 は，ゆっくりとしたものでした。彼 らは

ろばを使 って食糧や夜具 を運び， 当時の旅人が使 っていた

ような普通の隊商宿 に泊まったものと思われます・

この隊商宿 は，正方形 または長方形の野営地で，そこに

は旅人の連れている家畜 をつないでおく中庭があり， その

周囲の一段高くなった所 には，中央に面 して入口のついた

部屋 がありました。部屋 は 「力タルマ」と呼ばれ，その中

で疲れた旅人は，敷物の上や土床 の上 に夜具 を広げました。

荷物 を運んできた家畜 は中庭 につないでおきます。近 くに

は必ず水 を供給するための泉がありました。またベツレヘ

ムのように，隊商宿が町や村 に近い所 にある場合には，商

売気のある者が何 がしかの金 をもうけようと，家畜のえさ

や野菜などの食料 を売 っていました。食事はたき火 にかけ

て調理 し，宿泊する旅人たちの間には，いつももてなしと

助 け合い，友情の精神が満ちあふれていました。

その晩， ヨセフとマ リヤ， そして同行 していたガ リラヤ

の人々は，夜 もふけて宿 に到着しました。力タルマはすべ

て満室 になっていました。このカタルマという言葉はうま

く翻訳することができません。これに最 も似たものとして

は， ヨーロッパで見 られる一種のホステルがあ ります。新

約聖書の記述 には，「客間には彼らのいる余地がなかったか

らである」 とあ りますが， ジョセフ ・スミスは，客間はほ



かにも何部屋かあったと説明しています。力タルマが満室

だったため， ヨセフとマリヤは中庭の家畜 をつないでおく

所，いわば馬小屋の中に床を整えました。家畜やほえ立て

る犬，鳴き声 をあげる牛やろば，羊の中で，神 の御子がお

生 まれになったのです。'いと高き神の子が初 めて呼吸をし，

この世 での生活を始め られたそのとき，マ リヤの友人や親

戚の女性たちが助産婦 として仕えました。

イエスは生まれて8日 目に，ベツレヘムの家でか，ある

いはエルサレムの神殿で，割礼を施 され，命名 され ました。

そして生後41日 かそれを何 日か過 ぎたころ，イエスは神殿

に連れて行 かれ， マリヤのために犠牲が捧げられました。

マ リヤとヨセフは非常 に貧 しく，小羊 を準備することがで

きなかったので，代わりに山ばとか家 ばとのひな2羽 を捧

げてもよいことになっていました。

その後，幼 な子がおそらく2歳 ぐらいになったころ，東

方の賢者が贈 り物を持 って訪ねて来 ました。それから幼な

子はエジプ トヘ行 き， しばらく滞在 した後，ベツ レヘム，

そしてナザレヘ と戻 って来ました。

少年時代のイエスが何 をし， どんなことを語 られたかを

すべて知 ることはできません。 しかしベツレヘムやナザ レ

で，ユダヤ人がどのような生活を営んでいたかを知ること

はで きます。今 日でも多くの人々がそうであるように，イ

エスも貧 しい環境 の下で育ちました。家の床はすべて土間

だったと思われます。また兄弟の数 も多く，子供たちは同

じ食卓で食事 をし，粗末なわらぶとんの上で一緒 に眠 りま

した。何 人かでひとつの部屋 を共有 していたに違 いありま

せん。食物 は粗末で，簡単な，貧 しい人々が取 っていたも

のです。着 る物にしても，その地方に住むユダヤ人の子供

ならだれでも着ているような，素朴な毛織の着物 でした。
は

イエス は，這 い，歩 き，走 るようにな りま した。 言葉 を

覚 え，木 に登 り， ゲーム を して遊 び ました。 ろばや らくだ
しぽ

に乗 り， やぎや牛 の乳 を搾 り，畑 を耕 し，種 をま き，草取

りを し，作物 を刈 り入れ ま した。 また読 み書 き も覚 えま し

た。 イエ スはユ ダヤ教 会 の学 校 に通 い， シェマ(ゴ ダヤ教

の信 仰告 白)を 暗記 し，祈 るこ とと安 息 日を守 る ことを学

び ました。 またガ リラヤ の山々 を歩 き， は との鳴 き声 に耳

を傾 け， きつね の穴 を観察 し，空行 く鳥 を眺 め，野 の花 に
いこ

見 入 り， 羊を憩 いの みぎわ に導 き ました。 そ して ヨセ フは

の こぎ りを使 い， くぎを打 ち，材 木 を運 んで家 を建 て るこ

とを教 え ました。

イエスが12歳 になった とき，家 族 と共 にエ ルサ レムで行
すぎ こ

なわれる過越 しの祭に行 き，神殿 の中で祭司や律法学者た

ちを説き破 られました。 このとき，イエスはすでに， 自分

の父 は神 であり，自分の人生がこの地上のほかのだれとも

異なったものになることをご存じだったのです。

イエスの成長期について，特にイエスが神の真理 を学ん

だことについては，聖典 に次 のように述べられています。

「イエスはますます知恵が加わ り，背たけも伸び，そし

て神 と人から愛された。」(ル カ2：52)

イエスがその使命 を果たしておられるときでさえ，兄弟

たちはまだイエスを普通の人だと思っていました。イエス

はそのときどきにお腹をすかせ，の どの渇きを覚 え，お疲

れになりました。イエスはいちじくや魚，大麦のパ ンを食

べました。ごちそうにあずかり，友人の家や，やさしく輝

きかける空の星の下で眠 りました。 また雪が降ったり冬の

風が吹 いたりすればこごえ，夏の太陽が野の草に照 りつけ

れば暑さを感 じました。

とがった骨や，鉛 の重 りがついたローマ式のむちで体を

打 ちたたかれるとき，イエスは痛みにおののき苦 しみもだ

えられ ました。 またいばらの冠 をかぶせられて，その顔 に

幾筋もの血が流れました。十字架 の刑の執行人が打ちつけ

たくぎで肉が引き裂かれたとき，死すべき人間ならだれで

もそうであったように，手 と足にどっと劇痛 を受けられま

した。

イエス ・キ リス トは私 たちの模範であり，友人であり，

私たちのために苦しみ，また仕 えてくださったお方です。イ

エスは私たちと同じように生まれ，そして成長 されました。

病気や苦痛 も経験 されました。 また私たちと同じように疲

れ，空腹を感 じ，のどの渇 きを覚 えました。今の私 たちが

そうであるように，イエスも世 に打ち勝 ち， ご自分の救 い
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7『 曙に独創的であるというのは，むずかしいことのように思えます。作

曲家を例にあげると，使える音符の数はごく限られたものです。過去干年

間に書かれた曲をすべて調べてみれば，音符の組み合わせとして考え得る

ものはすべて発表し尽くされていることがわかるでしょう。私たちの創作

に独自性を与えるのは，各目がどういう味加減をするかなのです。

えるとき， そのほか様々なことをするとき，どうすればそ

れ らの仕事 を意味のあるすばらしいものにすることができ

るかを， それぞれ工夫するということなのです。

聖霊 についての理解を深め，創造力 を働 かせる助けとな

った経験 について，少 しお話 ししたいと思います。私はこ

の経験 によって人生を豊かにすることができました。私 は

皆さんにも自分の生活 を見直 して， どうすればもっと完全

で創造的な人生が送れるか，・見いだしてほしいと思います。

かけがえのな い聖霊の賜

最初 の話は，教会歴史からです。覚 えておられるかもし

れませんが，モルモン経 を翻訳 しているときに，オ リヴァ・

カウドリは自分 も翻訳をしたいと思 いました。そこで予言

者 ジョセフは，それが許されるかどうか主 に尋ねましたが，

主 は許 され ませ んで した。 しか しオ リヴァがなお も願 い続

けた ため， 主 はつ いにオ リヴ ァが翻 訳 す るのを許 され まし

た。

オ リヴ ァが どの ように翻 訳 しようと した のか正確 には わ

か りませんが， その試 みの結果 は，教義 と聖約 第9章 か ら

知 るこ とが でき ます。予 言者 ジ ョセフ を通 して，主 はなぜ

オ リヴ ァの翻訳 が うま くいかなか ったのか を説 明 され まし

た。
なんじ

「汝 はひたす らわれ に願 い し・・… 〔主 は これを正 しい こと

ではな い とそれ とな く示 され ま した〕
うち

され ど… …汝心 の中 によ く思 い計 り， その後願 う こと も

し正 しからば汝願 わざ るべ か らず。願 うこ と正 しか らば，

その時われ 汝の心 を内 に燃 や さん。 これ に よ りて汝 にその

正 しきを感 ぜ しむ。

嚢

灘
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されどもし願 うところ正 しからずば，かかる感な〔し。〕」

(教義 と聖約917-9〉

この聖句は，私 たちに創造力を高めるひとつの方法を示

唆 しています。それは，最善 を尽 くし，その後 に，霊感に

よって確認を受 けることです。霊感 は，私たちの創造への

努力を補い完全 なものにしてくれ ます。 この霊感 は，聖霊

の賜 を通 して私たちすべてに与えられ ます。予言者だけに

限らず， このかけがえのない賜を持 っているすべての末 日

聖徒 に与 えられるのです。

「有名な』作曲家になる

2番 目の話は，個人的なことです。私 は8歳 でバプテス

マを受けてから，間 もなくピアノを習 い始めました。1年

目の課程 を終 えたころ，私の家は完全 に不況のあおりを受

け， ピアノのレッスンを続けるだけの余裕がなくなってしま

いました。けれども私は自分でピアノの練習を続けました・

テキス トの中の曲を練習するだけでなく，自分で簡単な

歌を作曲 し始 めたりもしました。初めての作品を作 るのに，

1，2カ 月はかかりました。私はその作品の出来栄えに気

をよくしていました。実際私 はわざわざその曲を譜面 に書

き，「作品1， 第1番 」と名づけたのです。

母はその曲が気 に入 り，こう言いました。「学校 で先生に

弾いてあげてはどうかしら。」確かに私の先生 は音楽 にあま

り詳 しくありませんでした。母はこうつけ加 えました。「ク

ラスのみんなにも聞かせておあげなさいよ。」こうして私

は， ピアノ曲の作曲家として，3年 生の間でたちまち有名

になったのです。

学校で認められた私 は， また曲を作ることにしました。

そして数 日をかけて2曲 目を作 り，譜面 にしました。その

後4年 の間に， ピアノのための曲を約10曲 書 きあげました。

驚 くべ き発 見

そ して12歳 の とき，私 は驚 くべ き発 見 を しま した。昔 の

ピアノの テキス トを見 て いて，私 の 「作 品1， 第1番 」 は，

実 は私 が作 曲 したもので はなか った ことを知 ったのです。

その曲 はテキ ス トの25ペ ー ジにあ りま した。私 はその曲 を

自分 で も知 らな いう ちに覚 え込 み， 自分 の作 った曲 だとば

か り思 っていた のです。

私 はがっか りして しまい ました。作 曲家 と しての 自分 の

経歴 も， この不正 で終 わ りとな るように思 いま した。 けれ

'4

どひ とつだ けテキス トと違 って いた ところが あ りました。

曲 を変調 して あったの です。 しか しそれで さえ， そん なに

むず か しいこ とで はあ りませ ん。私 はほか の9曲 は どこか

ら取 って きたのか考 え始 め ま した。

1時 間 ほ どか けて，私 は自分 の持 って いる楽 譜の本 にす

べ て 目を通 しました。 そ して 「第2番 」 は 「光 となる よう

に」か ら取 った曲で，「第3番 」について も同 じ部分 のあ る

曲を見 つけ ました。 けれ どもこれ らの9曲 は，「第1番 」の よ

うに何 かの曲 と完全 に同 じという ことはあ りませ んで した。

自分 の腕 を磨 いてい くう ちに，私 はだんだん独 創 的 にな り，

創 造力豊 か にな って いったの です。

創造の才能

独創性 に富んだ表現は，創造力の一部です。私 たちが一

人一人違うということは，創造の才能の一部なのです。主

は2枚 の葉 をまったく同 じには作 られませんでした。ふ'た

つあるものもみな違 いがあ ります。一卵性双生児でさえ，

明 らかに違うところがあるものです。私たちは一人一人自

分だけの小宇宙を形成 しています。皆個性を持 っているの

です。私たちには，現世 においてこの個性を発見 し，創造

的 に表現するという課題があ ります。 自分の個性 を知 って，

それを独 自の形で表現すれば，世の中や教会，地域社会，

家族 や人々のために何 らかの形で貢献するときも，独創的

で個性 にあふれたものになるでしょう。

「二流の音楽家 にな ってはいけな いよ」

さて，さらに4年 が過 ぎ，3番 目の話に入 ります。16歳

のとき，私は将来どんな職業 に就 くか考え始 めました。私

には大学教授の父親 を持 つ友人がふたりいました。ひとり

の父親は物理学者でした。 それで私 は物理学者か研究専門

の細菌学者 になりたいと思い始めたのだと思います。

音楽 も熱心に続けていましたが，大金 を手にすることが

できる音楽家はごくわずかだと知 っていたので，音楽家に

な りたいとは思いませんで した。けれどもよく祈 り，いろ

いろな職業 を検討 した末，結局音楽家 となって世の中で貢

献すべきだとの確信 を持つに至 りました。心の内に燃える

ものがあったのです。

私はこのように決断し，音楽家になることを父と母 に話

しました。父は実業家で，音楽 を職業 とすることには賛成

しませんでした。 しかし音楽の道 に進みたいと言 うと，こ
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に，私 はオーケ ス トラの指揮者 を部屋 に訪 ね， 大学 の オー

ケス トラで 自分 の作 品 を演奏 して くれ るよ うに頼 み ました。

指 揮者 の返事 は こうで した。「そ こへ 置 いて い きなさい。私

は今忙 しいか ら，来週 また来 る といい。」

次 の週， また訪 ね て行 くと，彼 は こ う言 い ま した。 「ま

あ， それ ほど悪 くはないね。 月曜 の夜 に練習 して，次 の 月

曜 に演奏 す る ことに しよう。」

「指揮 をや ってみた いかい?
」

そして指揮者は，まった く予想 していなかった質問を私

にしました。「指揮 をやうてみたいかい?」 そのとき， もし

「君に指揮 ができるかい?Jと 尋ねられていたら
，私 は違

う答え方をしなければならなかったでしょう。でも質問は，
「指揮 をやってみたいかい?」 だったのです

。果たして，

100人 編成のオーケス トラで自分の曲を演奏するのに，指揮

をしたくない人がいるでしょうか。

私 は家 に帰 り，次の1週 間ずっと，オーケス トラのパー

トを調べ，音が本当に正 しいかどうか確かめました。音 を

想像 してみましたが，実際 に演奏 しているのは聞いたこと

がなかったのです。

月曜 日は授業中もずっと落ち着かない気分 でした。昼食

ものどを通 りませんで した。そして夜にな り，私 は客席の

最前列に座 り， シンフォニーオーケス トラが練習するのを

聞いていました。

とうとう指揮者がこちらを向いて言いました。「自分の曲

を演奏 してみるかい?さ あ， ここへ来たまえ。」彼 は私 を

オーケス トラに紹介 し， こう言いました。「彼 に指揮 をさせ

るつもりだ。」

私 はがたがた震える手で指揮棒 を振 りました。するとふ

らふらと音が出始めました。演奏者 は手書 きの楽譜で演奏

するのを嫌 いますが，私の楽譜はまったくひどいもので し

た。オーケス トラの音は単調で不安定，まった く身の縮む

ような経験でした。

「;なかなかいい じゃ;ないか」

そして何かが起 こりました。曲が最後の数分 のところま

で来た とき，突然すべてがうまくいき始めたように思えた

のです。オーケス トラの演奏者たちは，「どうしてこんなの

に我慢 できるのか」 と不平を言ったり，そう思っているよ

うな様子を見せたりせず，「なかなかいいじゃないか」と言

ってい るように見 えま した。

最後 の数分 の間，私 はまるで 自分 の体 が指揮 台か ら1，

2メ ー トル浮 いて いる ように感 じま した。私 は，「自分 は こ

の ため に生 きて きたんだ。 自分 が世 の中で で きる貢献 は こ

れ だっ たんだ」 と思 いなが ら， いわば直観的 に指揮 を続 け

ま した。 その瞬 間，「人類 が現世 に在 るの は幸福 を得 んため

で ある」(II二 一 フ ァイ2：25)と い う聖 句 が， もはやモル

モ ン経 の中 の単 な る言説 で はな く，私 にとって現 実味 を帯

び てきたの です。

曲が終 わ る と，演奏者 た ちか ら拍手 喝 さいが起 こ り始 め

ま した。指揮者 は通路 か ら駆 け寄 って きて， こ う言 って く

れ ま した。「確 か に初 めの方 は まるで ひ どか ったが，最後 は

悪 くなか ったよ。」

神が存在す る理 由

その夜家に帰る途 中，最初 のひどい演奏 は忘れて しまい，

私 の耳 にはエンディングのすばらしい大音響だけが鳴 り響

いていました。主が 「良 し」(創世1：4)と 言われたとき

は，きっとこんな気持ちだったのだろうと思いました。主

はご自身のみ業について，何 と控 え目な表現を使われたの

で しょう。神様が存在する理由のひとつは，喜びを得るた

めです。主は何に喜 びを感 じられるのでしょうか。創造的

な行ないの中にです。美 しいものを造 り出す行ないの中に，

つまり人問を造 り出す行ないの中に喜びを得 られるのです。

兄弟姉妹 の皆 さん， この話を皆 さん自身の人生 に置き換

えてみてください。創造力は私たち自身の内から生まれる

ものです。私たちをそれぞれ異なった人間にしている部分

か ら生 まれるのです。家庭 で，学校 で，仕事をしていると

き，遊んでいるとき， もっと創意工夫すれば，私 たちの人

生はもっと喜びに満ちたものになるでしょう。

聖霊 は，自分 という人間の中から何が本当の個性なのか

を見つける手助けをしてくれます。また，その個性を生か

して， 自分独 自の方法で周 りにいる人々に奉仕するための

手助けもしてくれます。 この世 をもっとすばらしい場所 に

するために，私たち一人一人に与えられた賜を使 うことが

できますように。そうすれば，天父の喜 びの幾分 かを理解

することができるようになるでしょう。□

(ブリガム ・ヤング大学教育週間において行なわれた講演

を再編集 したもの)
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中村晴

宏 ㌦∵ 　よ㌦誉

兆兄弟(大 阪北ステ キ部長)

､地 区代表 に召鳶れる1 .､.,
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阪北ステーキ部 のステーキ部長 である中村晴兆兄弟(47歳)は,2月21日 ア ジア地

大 域会長のウィリアム･R･ブ ラ ッドフォー ド長老 によ り地 区代表 に任命 された。

また高崎地区 と東京北地区を担 当していた鈴木正三長老が6年 間務めた地 区代表の責

任 を2月23日 付 で解かれた。

これに伴って現在召されている5人 の地区代表 の担当地区が一部変更になり,下 記の

ように新 たに割 り当てられた。

●相良健一長老(〔 従来 どおり〕札幌地区,仙 台地区)● 岡本亮長老(高 崎地区,東 京北

地区)● 浅間玄也長老(〔従来 どおり〕東京地区,静 岡地区)● 中村晴兆長老(名 古屋地区,

大 阪地区)● 井上龍一長老(〔 従来どおり〕高松地区,広 島地区,福 岡地区,沖 縄地区)

さ れ ℃∵ ㌃..､地 区 代 表 爆
主から祝福ざ.れた2年 の結嫁生活

_㌶:.… 大 阪北ステ忌ギ部長

λ 急
触}ド{『 守･序 気 宏 Y。 べ{∵ 胃 王.写

らて ホ なな も な ゑ ハ ハ

謡 搬}鰹淡
に ∴ 』疑 玩 一 ン､./1杭 ≧'『

今中村晴兆 『諸 轡Lτ に.r.Y㌔

去
る2月21日,愛 妻と共にアジア地域

会長 のウィリアム･R･ブ ラッドフ

ォード長老に呼ば札 面接を受けました。

十二使徒定員会会長代理のハワー ド･W･

ハ ンター長老からの召しの手紙を示 しなが

ら,ブ ラッドフォー ド長老は,｢あ なたを地

区代表に召 します。ただし次のステーキ部

大会(5月17日)ま でステーキ部長を兼任

してください｣と 言われました。

｢私が力弱き者であることを十分ご存 じ

のはずなのに,な ぜ主はお召しになるのだ

ろう。｣どの地位に召されるかではなく,い

かに召しを果たすかが大きな問題であるこ

とを自問自答し続けた8年 半……。正直に

言って,ス テーキ部長の重責を果たすには

いつも力不足を感じてきただけに複雑な心

境でした。

ブラッドフォー ド長老の面接および按手

任命が終わったあとに,私 たち夫婦は白髪

としわの増えたお互いの顔を見合わせなが

ら,結 婚生活20年 間の祝福を数えてみまし

た。

今年の3月9日 で私たちはちょうど結婚

20周 年,す なわち人生の一区切 りを迎えま

す。

貧 しく,ま た力の弱かった私たちは,祈

りを通して神様に助けを求めてきました。

神様は様々な方法でこれにこたえてくださ

いました。

過去を振 り返ってみますと必ずしも自分

の思いどおりに神様はおこたえになりませ

んでした。 しかし今私は神様が自分たちの

祈ったことのすべてに,そ のとおりにおこ

たえにならなかったことにとても感謝して

おります。なぜなら,現 在自分が立ってい

る場所が自分の祈ったことや想像し望んで

いた所よりもはるかにすばらしい所にいる

からです。

,蝿

舞
覧こ

讐

『 ノ

2ロ ーカル

〆6

｢わが思いは,あ なたがたの思いとは異

なり,わ が道は,あ なたがたの道とは異な
へ 　

っていると王は言われる。

天が地よりも高いタうに,わ が道は,あ

なたがたの道よりも高く,わ が思いは,あ

なたがたの思いよりも高い。｣(イ ザヤ55

8-9)

神様 は全知全能であり,過 去･現 在･未

来を通して私たち霊の子供を知っておられ

ます。私たちが神に背かない限り,人 知を

超えた最高のものを与えようと準備されて

います。それを思うとき,私 たち夫婦は霊

の父に心から感謝し,｢命 の限り,天 父が期

待されている使命をこの地上で果たさせた

まえ｣と 願いました。

妻はこれまで,私 が教会の召しを果たす

うえで払ういかなる時間的,経 済的犠牲に

対 してもひと言の愚痴もこぼしませんでし

た。

結婚生活20年 のうち,1年 間のみ支部長
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●トロフィーと表彰状を手にする室蘭ワー ド部の独身成人(後 列右端は川上輝男監督)●(右)最 優秀賞に輝いた氷像彫刻｢室 蘭駅｣ o

を丹念に彫 りつけてくれた姉妹なご お互

いによく助け合いました。一人一人がそれ

ぞれの才能をフルに出し合 って頑張 りまし

た。

一人一人の努力が報わ礼 思いもよらな

い｢最 優秀室蘭市長賞｣を いただくことが

てきました。新聞にも教会の名前が載り,

多くの方々が氷像を見に来てくださったの

で,末 日聖徒イエス･キ リス ト教会を知っ

ていただく良い伝道の機会となりました。

あきらめずに目標に向かって最善を尽く

すとき,ま た一人一人の力は小さくても一

致協力するときに,と ても大きな力となる

ことを学びました。｢主にあって不可能なこ

とはない｣の です。 この機会を通して兄弟

姉妹に対する愛や神様に対する信仰がさら

に深められました。(レ ポーター:室 蘭ワ

ー ト部セミナリー教師･早 川則子)

＼湯 ∫湿来日し1な米 国下院議員の前､い 匹
と聞く ゴー ソ門マン暖Dgシヤムウェイ兄剃

.∫.≒W国 議会に11人 の末日聖徒'∴ 己

★…北部極東伝道部のころ(1954-1958)

に専任宣教師として日本で3年 半伝道した

経験を持つノーマン･D･シ ヤムウエイ兄

弟(52歳)が,米 国下院議員として再び公

用で来日した折,当 時の彼を知る人々が集

まり,な つかしい思い出や現況などを語り

合い,旧 交を暖めました。以下はシャムウ

ェイ兄弟に行なったインタビューです。(聞

き手.福 田八重子姉妹 〔東京ステーキ部ひ

ばりケ丘ワード部))

一 下院議員になられたのはいつてした

か。また,と のようなご苦労かありました

か。

｢1978年 にカリフォルニア州の選挙区か

ら選出されたのが最初で,そ の後2年 で任

期が切れるたびに再選されてきました。政

治家になるまでは弁護士として働いていま

したが,選 挙に出馬するために,1年 間,

様々な準備に駆けず り回らなければなりま

せんでした。そのために弁護士の仕事がで

きず,収 入がなくなりましたが,そ の間教会

の教えにある食糧貯蔵をしていましたので,

し げグ
.撫 β

下｢'･㌃ ∴/

㌔

その保存食で生活することができました。

選挙にはポスターの作製やテレビ出演など
り

お金がたくさんかかるので,選 挙資金とし

て銀行から融資を受けるのが普通てす。し

かし,私 の場合はたくさんの友人がいまし

たのて,それをしなくても,必要なときに必

要な援助を受けることができました。とて

も恵まれていたと思います。｣

嘲 米国の議会には上院と下院を合わせ

て何人の末 日聖徒かいますか。

｢現在11人 います。ユタ州から5人,カ

リフォルニア州から3人,ア リゾナ州とネ

バダ州,ア イダホ州からそれぞれひとりで

す。定員435人 の内11人 ですからまだまだ
G

少ないですね。｣

一一モルモンとして
,政 治の世界でプレ

ッシャーを感 しることかありますか。

｢『私はモルモン教会の信者なのでこうし

ます』と初めから人々に言います。初めは

プレッシャーがありましたが,私 に対する

理解が一度できますと,そ れもなくなりま

した。夜のレセプションに出る機会が多く,

75 撫

馨

鼠苫

翻

●ノーマン･D･シ ャムウェイ米国下院議員

(1934年,米 国アリソナ州生まれ。法学博士。

下院議員になるまでは6年 間監督の責任に

あった。6人 の子供かいる)

そのような席ではアルコールが出ますが,

私 はジュースを飲みます。このごろは健康

によくないという理由でたばこやアルコー

ルを口にしない人が多くなりましたね。｣

..一 日本で経団連(経 済団体連合会)の

方々にお会いしたと伺いましたか…･。

4ロ ーカル
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説明し,他 方では,ス ライドルームにして

教会のスライドや広島インスティテユート

が製作した斉藤由貴姉妹のビデオを上演し

ました。初めは慣れずにパネルの説明など

しどろもどろでした帆 数をこなしていく

うちにこつをつかんで,一 人一人個性のあ

る自分の方法を確立していったようです。

毎日入れ替わり立ち替わりたくさんの兄弟

姉妹が助けに来てくださいました。皆さん

本当に一生懸命,立 派な即席宣教師として

奮闘してくださいました。愛する友達が部

屋のあちこちで証するのを耳にしながら自

分の証 を伝えるのは,本 当に特別な経験で

した。

5日 間で,約600人 の訪問者がありまし

た。ムーン伝道部長の協力により,証 を記

したモルモン経300冊 が用意され,そ のほ

かに兄弟姉妹 からのプ レゼ ントの80冊 と

を合わせて38(冊 のモルモン経を配布する

ことができました。アンケー トには,｢絵 が

きれいだった｣｢コ ンパニオンの説明がわか

りやすく熱心でよかった｣｢モ ルモンについ

てよくわかった｣と の感想が寄せられまし

た。また,あ る外大生は毎日訪問し,熱 心

に何度も説明を聞かれ,そ の場でレッスン

を受け始め,2カ 月後にバプテスマを受け

られました。

コンパニオンとして,東 京北と東京南ス

テーキ部から合わせて約60人 の兄弟姉妹

が働いてくださいました。ある姉妹は,伝

道がこんなに楽しくて簡単なものだなんて

知らなかったと本当に喜んでくださり,伝

道活動は人々に教えることであるとともに,

自分 自身を清め,成 長させるものであるこ

とがよくわかりました。

また,指 導者の方々が心配してくださり,

思 いやってくださるのを見るときに,天 の

お父様がどんな思いで私たちを見守ってく

ださっているか,思 い計ることができまし
ゆえ むれ

た。｢この故に小さき羊の群よ,お そるるな

かれ。善を行え。｣(教 義と聖約6:34)

このモルモンパビリオンを開設するにあ

たり,助 けてくださった多くの兄弟姉妹に

心から感謝しています。(レ ポーター:東

京北ステーキ部豊島ワー ド部伝道委員･星

野浩美)
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私
の両親は,ま だ日本と韓国が自由に

行き来できる昭和10年 ごろに韓国

から日本へ来た韓国人です。父は1986年4

月3日 に急病のため,満66歳 の生涯を閉じ

ました。50年 閤,一 度も発展した祖国の姿

を見ることもなく親族にも会わずに日本で

亡くなりました。父は息を引き取る数日前

に,｢韓国のお母さんの顔が天井に浮かぶ｣

と言っていました。

私たち家族の生活は決して楽ではありま

せんでしたが,私 が高校に入学するころ,

両親は当時の中学校の先生の勧めや4人 の

娘たちの将来を案じ,子 供には立派な教育

を受けさせて早く日本人に負けないような

人間になるよう教え,日 本に帰化しました。

法律上は,日 本の戸籍を獲得したのです

が,社 会的には様々な偏見と差別が続いて

いました。特に就職や結婚のときは大きな

問題となり,教 会に入る前に結婚の話もあ

りました魁 なぜか途中でだめになりまし

た。しかし現在では,4人 姉妹とも日本人

の理解ある夫と家庭を築いています。日本

と韓国の40年 にわたる長く暗い歴史の中

で,日 本で生活している在 日韓国人の中に

は苦悩 している人々もいるのです。

1971年1月 に,私 はこの教会に導かれ,

バプテスマのあとすぐに,支 部長さんから

この教会には系図探求プログラムがあるこ

とを知 らされ 大きなショックを受けまし

た。私は知恵が浅かったものですから,も

し,こ のまま教会に来ていると私の先祖が

韓国人であることが皆に知れると思い,困

っていました。しかし,教 会に通い始めま

すと,多 くの兄弟姉妹の温かい愛に触れ,

また各集会で主のみ言葉を学ぶ内に信仰の

芽が大きくふくらんでいきました。

改宗 して半年たったころ,私 は日曜学校

教師として地域の指導者会に出席し,そ こ

で指導をしてくださった兄弟と親しくなり

ました。私は彼と交際していく内 に結婚を

考えるようになりました斌 自分の先祖の

ことで,も しやこの結婚がだめになるので

はと,このときも本当に悩み苦しみまレた。

やっとの思いで彼に打 ち明けましたところ,

彼 は教義 と聖約第10章50-55節 の聖句を

読み,ま た人は皆,神 の前に大いなるもの

であるとの聖句をあげました。その後 正

式に結婚を申し込まれ,1974年 にハワイ神

殿で永遠の結婚の儀式を受けました。

主人はすでに8代 までさかのぼって系図

を調べ,神 殿に送 りましたが,私 の先祖の

探求は外国 という煩わしさもあり,思 うよ

うに進みませんでした。

ときどき田舎へ帰ったときに,両 親に昔

の話を聞こうとしました魁 タ刷ヒをして一

日も早く日本人になりきろうとしていた両

親に対 しては,た めらいの気持ちがありま

した。それに機嫌の良いときは,韓 国での

子供のころの話をしてくれましたが,あ ま

り進んで話そうとしませんでした。私は,

そのときどきに聞いた話を少しずつ記録 し

て,7年 前に本籍地の役場へ手紙を出して

戸籍を送ってくださるように頼みました。

しかし戸籍はすでに帰化しているために抽

出するのに手間も時間もかかるので,待 っ

てくださいという丁重で達筆な目本文の手

紙が届きました。当時の私は,そ の達筆な
どう

日本文を手にしただけで胸が熱くなり,動
き

悸を抑えることができませんでした。

父が亡くなってから,母 は父のことや昔

擁賑
㌧
確 し

/嘱

饒 ぎ1

●
三
樹
姉
妹
か
訪
れ
た
父
親
の
故
郷

(金
海
郡
進
永
面
)

鯛

.

乞臨畔

.

壌

認激
'塗

ぜ
ρ

評

.̀

∵露
し
繋

罵
･警

繕
薮
.馨

戸.蘂

陥

画

勲
嚢
饗

建

ー

芝

淵
剛霧
欝

唾

/

礎

悌

穐

声

轟
誌
熱

㌢
㍉
許
ヂ/

6ロ ーカル



ム4仰一ロ{11･冒9…匙F∠861/耳註1(0≡凶｣語

。畔∩累6】璽勲藁ユ

∩膣騨`ユ(∂諏=～⊇(きq=～涌竈(∂弊ヨ×rl

ギ`蝉4∩翠翠園ユ(圏雌母影(〃灘ヨ×6

士･×エ､レ彰語日¥`宰;～⑦髪。4∩睾宰

(湘ユ【り甚⊃1-6/(44畢融!(岳4r去ユC呈

:～｢ゑ零∫1禦∩翼。彦(ト29螺Gく4f。.巨

ユ率⑦〕降ヨ×6士(}宰⑦⊇。く¢.巨ユ》馨窪

景暴竈iア揮蔀禦｣鐸Y曾～禦`(潔∩率qユ∩

畢ヨ,レy/lr∠⑦Y盃囁卿⑦･くεぐ/(ム⑫

禦`9=(oを罪,推)皐二～マqユγ肇呈孕量班

埠濾`僚(∂由8ラロ蝦日)蝉毒9(o…拝1話`Ψ4

∩零白魚⊃匹甲管41蒼孕/(∠!森･1(汐畢劉4

悌準彰回`螺⊃1士購認∩(薪～21卑(～(∂老

。螺∩準白禦Ψ⑦(}管平く4｣野寧1⊃1

騒(∂9珊。4∩累算〉ユ∩隙L騒

(へ∩ミξ寧れ君老罪醇髪`き鯉離耳(〃白勢ミ^(∂

老`2曾ゑ。4つ率》ユG身⊃1弓罐⊃1日⑦

野葦⑦冨薯⑦取`ユ⑦潔G禦鰹樋ア1挫

。螺∩率

∩叩∩琴華豪く4壬⑦嬰等i輔ユ皐ユq二

兵>9⊇=～⑦撰1白烈･ミ《9鵜。4∩ユ.9く¢

224G等叩⊃挫購耳Y46〆∠⑦白=¥'営

4∩畢麹q∩牽?Ψ2ゑ`(へi章⑦皐認斗一

[=×=壬`‡ll⑦尊G魚2勲く4c畢⑦老`蝉

熊灘r灘ぎ嶽瀬牲

マヤ　なモんじトサトサ

｢茎Y激
㌦騨留･::.

三蒙･…^≒^秘
;ジ=＼ン小∴､

驚三∫二嶺1=∴ン㌦をで二零 アヤゼでナゐをル

融…識鵜既∴し!ξ｢膨 　ぶムハみ

驚墨諺1義･り二Σ←

簸属.1∴1･:1ン∵^∵鰹㌧llそ

裟窮¢1ユ綱霧影＼

陛茨を㍗競購ψ痔年1 ㌦∵1∴『

ヒざ

宏ヨ≧6曲鶴キー壬と車峯牽
｣｢γへA

中φ〃日ψ睾…礫鯉ご冤

へ

みマAT胃A､

ん (

下

･(型離斗一τ4身壬∠<凋呆d一ム叩

群悼…ε…万由物612C昇･畢G惚)。ゑユ

⑦q障寧1(9L8ZI磯董2難)｢=～⊇⑫咳

9喜9i¥‡il9珊測〉;彫9律〔宰〉04(Σ潔q呈
ぞらぴ

ユ皐駆訓醇毎⑦9算¢ロ4y｣⊃122…窪
6

。螺∩睾》弱コ昇夢一‡～1箪(∂老

ユG号6埴母毒ユ迅!駆母旦}∩老。孫∩…撃

∩理畢∫～魚;～2(今∩雲1ユ》〕巽21(き甲⑦彦(}

2橡4…静去`9甲受穿9累豪…FY曾禦鶴

ユQ暑景魁`=～2曾望こL灘⑦議αミ讐

寸×6孝･×工,レ認竈日半。潔∩率∩母嬰

⑦灘`箪⑦職罫身穿n言=～琢4隼卿。4∩

ユzγ日q∩9iβ仁巨21話‡…1團酢一(∂ユ叩葺
。ゑユ⑦潔G皐認〉}》〕舞⊃1

【4毅豪

22(ZZ囁=～騰)｢V(汐∩(孕留母1雪幸

第⑦彦〔⊃1つ･⑦挫〕⊃1つ'⑦9壬`一琴草姻つ'

⑦9士畢革〔勢∩律…き障21聯影｣`螺率。螺∩

ユ4!吾累白禦‡…1=～2(Σ律團1(}ユG錘母挫§(1

=～蜥書二～量⑦雛`ユ⑦4∩翠宰ユ∩4
をゴゆ

髭⊃を9甲受ゑ孕暴箒4∩;～(ZI9･<ム4

q)｢罪牽暑⑦年くへ麹｣⊃{(き宇4一琴罐⊃橡騨

士激4･<ム4⊇(}2穿41尊》罹(OI8シ4

益♪･)｢ユG(}畢鄭(o》∩呈〉舞罪1ユ⊃19ア

⑦濤｣母窪‡…1…享。螺∩累6【仏4>票由;0ε21

⑦⑫勧景範k2ρ量⑦2⊇翠⑦…『Y`9て4

鞠くへ!1～讐>96螺∩⊥自【¢豪贈⑦礁

95字脅白〉嫡q皐取ユ律9(勾('M2｢Y描

臆｣9く4騨`9⊇螺qユG蟹》猴`4

累。4∩累(乍癖∩ユG4蝉目騨⑦由91⊃1

ユ率ゑ2聾⊃1継孕剃⑦率瀕区隆ア1漣
。4∩率白確(養(γ2障d一ム9工

と
`暴珊
'`白きミ哩き…万`督腓･ぎ毎郵⑦脳(〃Y乙ε

`白f⊃1=～⊇螺茎弓⊃1購瑚ユ∩92。4∩率

皐ユ蝉=～29》二～轟⑦老=?Yε⑦団⑦老
`ユY9宰,⑦曾Gユ∩弍と箏邸⑦卑認庫阜41郵

⑦YII留轡。4∩ユi総⑦饗量ユ4か認9(今

=～曾(ヘユ皐爾§4…静壬⑦暫⑦訴。螺∩…察∩璽1

皐興ユG号塁寧`ゑα劉(}(〃曾(塞¢鮨暫…重

罪1窪=～鼎。4∩ユ翻(隊(きア⑦里樫⑦=～

降囲=～冒1遊島籔国中写暫(}回餌･ユヨ･1曇
。螺∩ユQ劉魚9f曾q}q乎母坦魚

9アq障9く4¢く(1評魁5(z鋤ユ∩孝討キd5(z

陶99(}。4∩率白謹⊃1×y◎ゑ⊃1(汐4(～等･

⊃1(騨ララ)蝋悼Y孕呈慧墓⊃1…軸乙庭偉罷
。ゑユ⑦螺∩藍拍妹;～6

"埠22(ト(へ=～曾qユ∩…隅⊃1翠単甲輩蝉

厨去⑦晋(∂茜`9コ2螺∩畢呈塁墨v翻9

暫膨を姦:酔

簿三､〔済目6卑､9

9､(≠孕腫輿。⊃1

詳マ♀:4縛蝉(り

等撃μ角罫⑦～保刈

一乙謡辺～県≠一

壬'∠甲壽国髄●

轟

〈¢担甲罫`白皐認〉ユ∩蝋⊃な⊥～保⊃1畢仔

謬♂y撃着暑。4∩率雰壬と》担甲翼(∂里1)晦

⊃奮尉警`ゑ9くぴ6暫謬部∩翠翠乎∩藷鍾一

輝一立準〉禦年42(へ4》ユG不コ1(塾=～2

鱒》1再螺律翠弔⑦葬ユ(勾耳。4n翠白鐸

ユG障〉;1⊃1ユ.巨自‡ll(ぎ‡ll蝉=～1凹⑦影`9

2=～4∩率白～q{覆輔翻ユc身v翻

04∩翠

∩コニ～2⑫ゑ騨鰐コ冒II蝿日`∩呈呈母ξ到藁

ユ携圭盛呈望墨蝉回∫専=1髄暫i重`‡…ク挫。4∩

率(今皐詳〉ユ∩》諾母(騨99){縦羅

⑦曝討一乙蜘曾畢ユ⑦跡日`白鰍¢弓

糖=:,2γ:凍=～〉智望暴士一壬×:叩篶ユ∩老`=:,
ばもみり

鮎･<吾･/(♪･/(v(Σ禦ユー4･蒼一孝ム

図町⑦盟蚕郷〕鶏⑦国韓`白皐謬〉ユ∩景

総=斑縮副ヨi科qド⑦暴覇箪仰手腿燭⊃,

･〉ゑ`臼4∩累∩呈呈2膿i暫=覇ζ剴里⑦腿皐

罐畢(ハ留q韓⑦22瑠9由9861。螺∩率q

麺孕挫鵬`鐸(唱｢<薄匹q身認畢こ》ゑ豪

率藷凶逮`宰身v国恥⑦汚(}ユ∩9｣～(詠4

92⑦を。4Σユ⑦(Σ<(z(孫4皐4き(粕禦ユ(圏

雌ユ6》景律老罪IY:)を二～2q∩罪21崇率
。4

∩率律皐9膨(へ留〉蟹牽暴…戸⑦ユ率臼⑦影

毒:¥副コ?G盛ユG身⊃1翻⑦⊃`9蛋4隷ρ碁

畢〃森E/≦毒畢:¥`∩〉;障彰翫鐸¥罪1挫

＼。=¥∩ユv吾累自;象ユ穿･ミ《禦墨(1

罫9鰹毒雰[国母⑦(髪(ヘユq認写(今ユ'y婆‡…1

窪。4∩こL=～29(う=～q∩聡蝉鵬圭ユ⑦曾

GユQミ彰孕(溢⑦挫)街⑫(へ⊃1粟臼ユ∩髪
`=～2曾禦立白皐4郵こL脚画中鞭`盛=～2

⑫qユ∩～享塁導蚕¥`白障〉;Lユ毒繍鹸

蝉笛普⑦暫`罪1最聞。螺∩累(凸9(摯ユ∩!裂

ユ2髪`宰身ユ導鵯畢マ奪智{叢鑑⑦囲筈

關ユ⑦螺∩ユ4!吾率(勾婆写121挫`⊃1(汐4

4<ヘユ律く字景ユ辞4rズ/<Vfl雛⑦法
。
.巨こL⑦4<ヘユG射=～Gゑ(9f∩

ユ⑦彫G〈4黙4白2(勲〉:畢白:F(ト(へ2)⊃1

ゑくぴ:畢(}翻ア1酋。4∩ユ騨圭4(へ留9く字

暫⑦彰⊃11唄由;0ε一9Zア1律を。4∩撃4垣』⊃1

獲豪捌…⑦蟹ε潔G隊2旭Ψ[1Ψ(詠4中⑦

律Y∩由孝`箪管禦`白諏⊃19甲⑫ゑ母呈呈(∂

犠

。
き 轟

軸灘
難

醜姻.愛

話

.噸

麺

阿
蕊

墓
霧

鮮



しかしながら少し読んでみて,リ ーハイ,

ニーファイ,レ ーマンなど聖書にはまった

く登場 しない人名に面食らって,そ の後は

まったく読まずに本箱の片隅にうっちゃっ

ていました。そしてその聖典のことをすっ

かり忘れ去ってしまいました。

教会でのレッスンが進むに従って,な る

ほどこれは聖書に匹敵するイエス･キ リス

トのもうひとつの証であり,こ れこそ私が

高校2年 のとき,初 めて聖書を買い求めて

以来,20余 年探し求めていた,ま ことの教

会ではないだろうかと思うようになりまし

た。モロナイ書第10章3-4節 やエゼキエ

ル第37章15-22節,黙 示録第22章18-19節

など幾度も読み照らし合わせ,暗 記 して黙

想をし,宣 教師たちに教わったとおりにお

祈 りすると,心 の内に,本 当に燃えあがる

気持ちを抑えることができなくなりました。

(教義 と聖約9:8-9参 照)

バプテスマを受けるために,ふ たりの宣

教師と一緒 に電車とバスを乗 り継いで,当

時の東京第5ワ ー ド部へ行く途中,74歳 で

死去した実父の顔立ちや言動が心の中に深

く思われて,思 わず瞳がうるんできました。

当時はまだ神殿での儀式については,あ

まり詳しい知識はありませんでしたので,

いつかは先祖を探求 し,死 者のためのバプ

テスマを受けよう,そ うすれば亡き父をは

じめ,わ かるだけのご先祖様と,あ の神々

しい神様のみもとへ昇栄できると思うと,

何 とも言えない感動を覚えました。

改宗してから先祖の探求を妹 と共同で行

ない,約 半年かかって,男 性57枚,女 性48

枚の系図を提出しました。私は先祖の身代

わりのバプテスマを神殿で受けましたが,

儀式の最中死去した父の笑顔がまぶたの奥

に浮かび,按 手礼を受け終わると,ほ っと

した気持ちと何 とも言えぬ満足感を覚えた

のを今でも覚えています。

私はこの回復 されたまことの福音につい

て確かな証を持っていますから,や がてい

つの日か,必 ずイエス･キ リス トの贈いに

よる復活があり,ふ さわしい生活をする限

り私の先祖,子 孫が 日の栄の祝福にあずか

れることを心から証します。私自身が私の

先祖と子孫1ピ先がけて改宗 し,主 の恵みに

あずかるきっかけとなれたことを心から感

謝 しています。

現在結婚 して,愛 する妻と息子との3人

の幸福な日々の中,突 然私は体調を崩し,

入院 退院を繰 り返 していますが,希 望を

持って命果てるまで頑張っていきたいと思

います。

8ロ ーカル

完成 した神戸ステーキ部

明石ワー ド部教会堂q986年朋 旧 完成)
敷 地面横:679.2r自2

建 築薗積:23生0畔

延床面積:640.23m蒙

堂会
介

轟
鑛
教
紹
新
の

〒651･兵 庫県 明石 市 硯 町2丁 目3-4

$078(928)4367

心の内なる声

い の ち つ か れ

生命の疲労が

数時間の熟睡によって

すっかり嶽い去られた朝

大空を仰いで胸いっぱいの深呼吸をする

心の内に静かなる神の声あり

生命の躍動が

業だ知らざる自分の開拓に勇みて

漣埼の力をこめて鍼を振るう午後

荒野の中で吹き出る汗を素手で拭う

心の内に励ます父の声あり

生命の孤独が
い しゆ く

萎縮した心の片隅に

ぽっかりと大きな空洞を造るタベ

熱い涙を流して美しい星空を見あげる

心の内に勇ます友の声あり

●

ま よ い

生命の迷夢が

ぼくの情熱を凍結させて

生きる張り合いを失わせようとするタ闇

道に迷いて手に掲げし

盤鯖の火を吹き消そうとする

心の内に温かい師の声あり

生命の満足が

血管を通してひしひしと

全身の隅々までしみわたる夜
まぶた

静かに瞼を閉じて

柔らかい寝床の上に長々と横たわる

心の内にやさしい田の声あり

生命の感謝が

生かされている喜びで満たされ

神秘なる夢幻の世界へ

誘い込もうとする夜更け

そっと目を開いてほのかな光のなかで

すすけた天井を見つめる

心の内に確かなる神の声あり

(と りこえ･ま さと1941年 生 まれ)

1編集室から
●心に残った記事の感想文,各 地の話題や

行事,｢日 々の恵み｣コ ーナーの証,｢職 業

と信仰シリーズ｣,カ ットなどをお送リくだ

さい。7月号掲載分の締切 リは5月ll日 〔必

着〕です。投稿には必ず連絡先〔電話番号〕,

教会での責任〔役職名〕,生年月日を記入し

てください。お送りいただいた原稿は一部

手直しすることがあります。

●あて先:〒106東 京都港区南麻布5-10
-30末 日聖徒イエス･キ リスト教会｢聖

徒の道｣編 集室 β03(444)5264
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